


日 本 建 築 協 会 企 画 ・販 売
1917年 3月に創設された日本建築協

出版図書一覧

会( 当時関西遊諜協会) は、すでに

昭和初期には大脇島亙で住宅博覧会や

建築講演会を開く 一方、当時は入手し

にくかった辺鎮の情報を図書の出版と

いう形で会員に樹共していた。

*  

日本建築協会創立70周年記念出版

住宅近代化への歩みと日本建築協会 1988年

A 4判 企 画 ・ 発 行 日 本 建 築 協 会 本 体 価 絡1，500円

日本建築協会創立75周年記念出版

工高生デザインコンクール入選作品集 1抑 年

A 4判 企 画 ・ 発 行 : 日 本 建 築 協 会 本 体 側 絡2，000円

昭和生まれ関西の建築家50 附 年

A 4判 企 画 ・ 発 行 . 日 本 建 築 協 会 本 体制絡1，500円

日本建築協会建築クラブ朝食会300回記念講演記録集

講演記録集 話 の は な し M 年

B 6判 5分附企画: 日本建築協会建築クラプ販売価格2，500円( 税送料込み)

民間( 旧四会) 迎合協定

E円 穴 リ 約 臥 叩 9年 6 月改訂)
工事三主負主刀杓 許

工事部負契約台 - 仲裁合意書 - 契約位使用上の留意事項 - 建設工事に係る

資材の再資源化等に関する法律第13条および省令第4条に基づく書面

頒布単位 ・2 部 1 単位とする

価 格 1単位700円 ( 税込) 送料は実質

日本建築協会事務局 (06-6946-6981) で販売

近 刊 平成19年8月30日発行

住宅エクステリアの100ポイント

( 計画・設計 - 施工 - メンテナ ンス)

成長するエクステリア業界の技術者に求められる広範な知識考え方

を、多数の写真と図を使って体系的に務理した初めての書

著 者 磯 山 宏

A 5平Ij 232ぺージ

定価i 2，500円+ 税

最 新 刊 平成2附 月 30日発行

建築主が納得する住まいづくり

- Q& A でわかる技術的ポイントー

現場マン必読! ! 顧客満足度U P ! クレームゼロの方法とは?

著 者 玉 水 新 吾

凶六判 224ぺージ

定価 1，900何 十 税

以後、創立周年記念事業として、その
*  

1刷t の動きをとらえて単行本を出版し lb'lf .入希望者は、 (初日本週諜協会事務局

ている。 (TEL06- 6946- 6981、FAX06一

50周年、 60周年、 70周年、そして80周 6946- 6984)  まで。

年に、図訟の出版が企画さ札現在も

劇協tして先行・販売されている出版物

は、以下のとおり 。

日本建築協会創立60周年記念事業「建築技術選脅j 姉妹斜・四六判 2色刷イラスト入

〈プロのノウハウ〉シリーズ

企 画 . 日 本 建 築 協 会 発 行 学 芸 出 版 社 本 体価格￥ 1，600- ￥2，700

衛 生 設 備 の ト ラ ブ ル50 建 築 の 現 場 管 理 シ ス テ ム

建築設備トラブル研究会 伊東貞夫

鉄 筋 工 事 ・ 本 音 の 現 場 学 糊コンクｾ Ｍ 卜 ｉ 事のチェックポイント ＱＰＰ
荒川治徳 加賀秀治

建 築 と 音 の ト ラ ブ ル 建築基準法の性能規定を読みこなすコツ

中川; 宵ほか 高木任之

木 造 住 宅 監 理 の 話 建 築 工 事 の 祭 式

山 田 修 「建築工事の祭式」編集委員会

第二版環境と共生する建築自のキーワード 飛 躍 す る 構 造 デ サ イ ン

大西正宜 渡辺邦夫

木 造 住 宅 の し く み 改瑚建築物の消防法を読みこなすコツ

在来工法の基本と応用 浅 野 平 八 東 敏 博 高木任之

インテリアコーディネートの100ポイント ブ口が教えるキッチン設計のコツ

町田ひろ子監修/ 松 本 茂 ー 村 元 俊 子 著 井上まるみ

木 づ く り の 常 識 非 常 識 現場で、学J3i 住 ま い の 雨 仕 舞 い

上 村 武 玉水新吾

建 築 トラブル にみる常識非常識 住 宅 エ ク ス テ リ ア の1日〕ポイン卜

荒川治徳 藤 山 宏

第三版都市計画法を読みこ芯すコツ 第三版 建 築基準法を読みこ在すコツ

高木任之 高木任之

建 築 主 が 納 得 す る 住 ま い づ く り

玉水新吾

日本建築協会創立70周年記念事業・ B5判

選書特装版

企画・日本建築協会 発行・学芸出版社本体価格￥ 3，000- ￥4，000

水| こまつわるトラブルの事例解決策 建 築 デ ザ イ ン の た め の 構 造 計 画

〈建築篇) r建築漏水J 編集委員会 須賀好冨

水|こまつわる卜ラフJ同 事例' 解決策 入 門 ・ 建 築 積 算

〈絞備篇) r設備漏水J 編集委員会 生島道警

建物の汚れー トラブル事例と解決策 建物の結露一トラブル事例と解決策

「建物の汚れ」編集委員会 「建物の結露」編集委員会



「日本建築協会

80年史1917-1 996J 

残部あります!

「草創湖町人々J より

日I品d '1， 

青年技術者表彰式、

中村文紀氏講演会

そして懇親会への

ご参加を

と き 2008年 9 月24日(水)

Ｑ Ｗ ・ ＰＰｾ Ｑ Ｙ :  30 

ところ O M Mビル 1 階

サロン

大阪市中央区大手前

1- 7- 31  

青年技術者表彰式

中村文紀氏講演会

懇親会

日本建築協会

ゐ 邑

耳 目

(他日本建築協会創立80周年記念事業と

して取り組み、1999年 7 月に刊行した

「日本建築協会80年史1917- 1996J は、

その後指刷して日本各地の図書館、研

究機関、そして本会会員の皆さまから

のご注文に応じて販売しております。

大正 6 年 3 月30日に関西建築協会と

して発足以来80年の本会の歴史をA 4

判・ 240頁にまとめたこの記念誌は、

本会設立者の片岡安、武田五ーらと当

時の大阪市長 ・関 ーとの交流を物語

り、東京の建築界に対峠する関西の建

築人物誌ともな っています。

購入ご希望の方は、下記へお申し込み

下さい。定価3000円 (送料込み)

申込先社団法人日本建築協会

T E L  06- 6946- 6981 

F A X  06- 6946- 6984 

e- mai l  :  s oumu@aaj ，oLj p 

第55回青年技術者として、 このたび

21名が選考され、本誌 9 月号に掲載し

ております。

この方々の祝福に併せて、記念講演会

並びに懇親会を下記により開催いたし

ます。

どなたでもご参加いただけるようにい

たしましたので、ぜひご参加下さし、。

「日本建築協会80年史1917- 1996J

. 日本建築協会の遺産と功績

(坂本勝比古)

. 日本建築協会の沿革/ 委員会活動

/ r建築と社会J の変遷/ 大正時代か

ら現在までの本会主催の博覧会 ・展

覧会 ・講演会/ よろず相談住宅展/

青年建築家・青年技術者顕彰/ 工高

生デザインコンクール入選者 etc，

・日本建築協会創立者と会を支えた

38人のプロフィール (片岡 安・設楽

貞雄・武田五一・池田 賓・波江悌夫・

竹腰健造・尾崎久助 ・東畑謙三・塚本

猛次 ・福田朝生・佐野正一 ・葛野枇一

郎・横漬勉・松本局象・宗 兵蔵・園

部文雄・日高 幹・野村一郎・古宇由

貿・松室重光・松井貴太郎・安井武雄・

中選誠一郎・坂 静雄・今林彦太郎・

井上新二・松本儀八・池田宮彦 ・銭高

. 表彰式/ 17 :  ＰＰｾＱＷ＠ :  30 

・ 記念講演会 Ｏ ＱＷ ・ ＳＰ ｾ ＱＸ :  20 

講 師 中 村 文 紀 氏

l榊東畑建築事務所大阪事務所

設計部部長

テ マ [ 建築技師の仕事」 一組織の

設計者に求められるものー

定 員 50名

圃懇親会/ 18 :  ＳＰｾ Ｑ Ｙ＠ :  30 

参 加 者 青年技術者、同選考委員

青年技術者OB、協会役員

講師、会員、一般の方今

参加費 2，000円

定 員 約50名

申込先 制 日本建築協会編集事業課

大阪市中央区大手前ト7-31

O M Mビル7階 (〒540- 6591)  

TEU6- 6946- 6981 

F A X，06- 6946- 6984 

E - mail :  j i gyoka@aaj.or.jp 

一表彰式・講演会 ・懇親会F A X申込書 一一一

輝之・中西六郎・大林芳郎・鴻池藤一・

伊東五郎・竹中錬ー・鷲尾健三・松村

雄吉・横尾義貫・足立 孝)

. 座談会「戦中から戦後初期の協会

活動j ー尾亀清四郎・大林芳郎・小西

山甲・佐野正一 ・4黄尾義賃・三品哲夫の

6 氏による終戦前後の協会活動の証

*  

- 執筆ワーキンググループ

坂本勝比古/ 安達英俊/ 石田潤一郎

/ 植松清志/ 梅宮弘光/ 桐浴邦夫/

酒井一光/ 橋寺知子/ 山形政昭/ 吉

田高子/ 和田康由

. 80年史編纂委員会

長谷部朔郎/ 安達英俊/ 近藤達夫/

谷淳之介/ 十 倉 毅/ 原見昌志/ 和

田康由/ 吉田悦二

中村文紀 NA K A MUR A F U MINORI  

附東畑建築事務所設計部部長

一級建築士

1962年生まれ

1986年神戸大学工学部建築学科卒業

1988年神戸大学大学院工学研究科修了

1988年 附東畑建築事務所入所

設計監理業務経歴

・ジーニス大阪

・明石市西部市民会館・西部図書館

・大阪市浪速区役所・保健所

・洲本市五色庁舎

. NSD本社ビル

・タナベ:経営本社ピル

. 大阪スカイヲワー

ほか

申込区分

口第 1部 (表彰式+ 講演会) 口第 2部 (懇親会) 口第 1部および第 2部とも

(〆印)

申込者氏名

ご連絡先住所

T  

ご連絡先T E L

建築と社会 ・2∞8. 9 1  



私 の 空 間 作 法

B  ， 伝 建 聾 凶 会 . 舎 員 作 品 特 集

作

口

口口
一
募集

「建築と社会」平成21 年 1 月号の

「第 1 5回会員作品特集号“ 私の空間作法" J  

「建築と社会J 1月号では会員作品発表の場として、 “第

15回会員作品特集号 ・私の空間作法" を企画しております。

対象は、建築、ランドスケープデザイン、インテ リアデザ

イン、まちづくり、アー ト等、建築に関わるすべてとし、

表現方法は、写真、 C G等の別を問いません。

みなさまの個性あふれる作品の応募をお待ちしておリます。

※  

. 提出資料

作品は、強工作品、計画案を聞いません。下記要領に基づ

いてお送り下さい。

1  写 真 外 観 ・内観 ーディテーj レ模型写真等のプリ

ン卜

Ｈサイズは キャビネ判程度 、 ＵｾＶ 枚〉

2 .  C G等 パース、 コンセプ 卜図等

( パースの写真撮影等は致しかねますので、

印刷原稿となる状態でお願いします〉

3  概要作品名称、所在地、設計者、施工者名、建築

面積、延床面積、構造規模、工期など。

4  説明文作品についての考えを300字程度にまとめて

下さい。

2  建築と社会 ・2∞8.9

- 掲載に際しての補足

1  掲載料は無料です。誌面は白黒ぺージとなります。

2 . 写真の撮影者名は必ず付記願います。

写真に著作権等が生ずる場合は、応募者にで処理願い

ます。

3  掲載頁数は、原則として 1社 ( 1人) 1買とします。

また、 8月末までに鍛工予定の作品を掲載希望の場合、

写真等の原稿期日は配慮致しますので、ご連絡下さい。

4. 建物の特徴や特殊な事柄については簡単な補足説明を

お願いする場合があります。

5. 作品の掲載順及び誌面 レイ アウトを含む特集全体の構

成は、委員会にて担当致します。また、応募作品多数

の場合等は、編集の都合により掲載できないこともあ

りますのでご了承下さい。

・原稿期日及び送付先

1 期 日 2008年9月26日( 金) 必着

2. 送付先社団法人日本建築協会編集委員会

「会員作品特集号」係

1' 540-6591 大阪市中央区大手前1丁目? 番31号

大阪マーチャンダイス・. マート ピj レワ階

TEL. 06-6946-6981 FAX. 06-6946-6984 



建築

Ar chi t ec t ur e a nd Soc i et y  

2  0  0  8  

NO. l 0 3 8  

日 本 建 築 協 会 9  

- 特集予告

10月号/: 木造住宅を巡って~主に法制度の観点から

11月号/建築においてR OBOT が活躍する日は来るか ヲ

編集委員会( 平成20年度)
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設 計 ・監 理・

竹 中 工 務 庖

施 工.

竹 中 工 務 庖

A B Cアネックス

物旧放送本社屋の移11伝に合わせて、 |日社屋の周辺に分散していた関連会社を、新

本社の近辺に集約することを目的として計画した 6 階建てのテナントオフィスピ

ルである 。近隣への影響を考慮して、低j習の建物を敷地一杯に建てる計画となっ

ている 。

建物の中心にコアと光j廷を配置し、その周聞に奥行きの異なる執務空間iを配置す

ることで、大きなテナン卜から小さなテナントまで、入居可能な平面計画として

いる 。R C造耐震墜を外周部に集約し、建物内部を鉄骨柱のみの空間とすることで、

執務スペースとしての自由度の高い桝造計画としている 。設備的 にはコアと光j廷

を利用した自然換気- 照明昼光fli リ御などを採用し、快適性と環境保全を両立した

設備計画としている 。

建物中心に設けた光庭により、明るく快適な空間を提供しながら、そこで働く人々

のコミュニケーションを増幅して、新しい発想を誘発するようなワークプレイス

を提案している 。

ランダムに配置された大小の窓は、昼間は自然光を内部に取り込み、夜間はワー

クスプレイスのアクティビティと柔らかな明かりを外部に発信することで、この

場所で創造された情報コンテンツとともに、社会とつながる核点となっている 。

( 森田隆 - 鈴 木 亨/ 竹中工務后)

ーヲ



- はじめに

今回は、とれまで紹介された研究室とは

少し異なった「研究の風景」かも知れない。

生活環境学科の前身は被服学科で、当然

衣服に興味のある学生がいる。 3 年ほど前

にプロダクトの分野も扱うことにしたの

で、それに興味を持つ学生もいる。人の休

に近い方から衣、プロダクト、建築と揃え

た訳だが、興味は様々である。そして女子

学生ばかりだから、建築系に興味があると

言 っても「建てる、築く」よりインテ リア

という 学生が多い。 まして、「色彩 J など

というこれらすべての分野に関連するキー

ワー ドを並べていたりするものだから、研

究室の中でも、建築では括りきれない活動

を行うととになる。いや、ある学生などは、

建築デザイン系のゼミとは異なることがで

きることを売りにしてゼミ生を集めるべき

だとア ド、パイス してくれたこと さえあるの

である。

- 色彩

女性は色彩に興味を持つととが多いらし

く、女子大学の生活科学系の学科に 『色彩

学』が設定されていることは多い。しかし、

ニュー トン以来の伝統的な色彩学は、色が

見えるメカニズムなど基礎データの蓄積は

厚いが、カラ ーデザ、インとの直接的な結び

つきを求める向きには欲求不満が残ると乙

マンセル色立体

ろがあったと思う 。若干なりともそれを解

消したいという思いで執筆したのが色彩学

の講義で使用しているテキスト 『カラーデ

ザインのための色彩学』である。この本は、

一昨年上梓したものであるが、その中に含

まれるデー タには、研究室の卒業生達が残

してくれたものが多く含まれている。

- 配色調和

たとえば、配色調和に関連するデータが

ある。抽象的な図柄から衣服、プロダク ト、

インテリア、街並みまで、 さまざまな画像

にカラーシミュレーションを施し評定して

もらうと、美 ・好みといった感覚は類似し

た色、特に同系色相の組み合わせで評価が

高くなるととが多い。

いや、それでは看板やサインは困るので

はないか。類似した色を用いて調和したデ

ザインにすると色差が小さくなって読みづ

らくなってしまうのでは . . 。 しかし、実

験してみると、文字や制II いラインを用いた

デザインの場合には、配色の明度差が可読

性と好みの両方に大きく関わっているとと

がわかった。つまり、高明度色と低明度色

( 白っぽい色と黒っぽい色) の組み合わせ

は、読みやすく好まれそうだということに

なる。

- 色彩評価の個人差

「琴食う虫も好き好き」、「十人十色」。色

の好みなど人それぞれであるから、研究し

明

A

i

-

影置

色相 ・明度 ・彩度とト ーンの概念

ても無駄だ。そう 言われるととがある。確

かにそういう部分はある。それでもめげず

に評定実験を繰り返してみると、個人差に

もいくつかのパターンがあることが見えて

くる。それは意外と単純で、 トーンの好み

の違いといったもの、つまり、明るい色好

き、薄い色好き、明日音に差のあるダイナミ

ックな色好きといったものである 。

もっとも、女子学生が被験者であること

が多いから、これらの結果も偏りがある。

プロダク トの色の好みを男子学生と 比較し

た時には、育系統と赤系統の色の好みに大

きな違いが出た。色紙の場合の性差は小さ

いから、社会的な意味づけが加わったのだ

と思われる。

- 感性のメカニズム

色紙を使って抽象的な配色の好みを調べ

ると、巷に祈L布している色彩調和論の大半

は無意味であるととが確認で、きる。さらに、

乙のプロダク トの事例のように、抽象的な

色の好みと具象的な色の好みも異なる。

プロダク トのカラ ーシミュレーション画

像を評定させた場合、ク ーラーや冷蔵庫や

精子などは白やベージ、ュが好まれるが、パ

ンプスや財布、自転車などは赤だったり黒

だったり明るい色だったり、そういう色を

好む侭|人差のあるグループが得られた。 こ

れは publicな物品かpr ivateな物品かが好み

と大きく関わっていることを示していると

解釈できょう 。先述した性差はpri vateな物



品で、見られたのだが、性別が個人の特性で

あることを考えれば当然の結果であろう 。

抽象的な色の好みとはー貝なる要因が実|僚の

世界の色の好みを支配しているのである。

印象に及ぼす色の効果は、暖かさの感覚

などは単純に色ごとの効果を面積の重みづ

けを考慮して加算すれば程よく予測IJ できる

けれども、美や好みのような感覚になると、

ずいぶん複雑になる。それは上記のような

意味的な情報が絡んでくることが大きく関

わっているのだろう 。そのあたりを解きほ

ぐしていって、人の印象評価の構造といっ

たものを明らかにしていきたいと考えてい

る。そういった、人が下す判断についての

知見が、よりよいデザインを生み出すヒン

トになることを期待しているのである。

- 研究室の日常

最終的には「美」に迫りたいなどという

大それた私の思惑を尻自に、学生たちはお

おらかに過ごしているようである。

当学科では 3 年次にゼミに配属になる。

週に l 度、研究室の仲間 と集まって文献を

読んだり発表 したりしなが ら、 11月に執り

行われる学園祭での発表の準備を進める。

照明を制作して発表したり、クリスマス ・

イルミネーションを設置し、ろうそくによ

る照明を組み合わせたエキシビションを実

施したり 。昨年はメインゲー トを制作した

が、建築系の学生が本体を組み上げ、衣服

系の学生が布地を調達して装飾した。また、

アパレル系の研究室が行ったファッション

ショーの舞台照明や演出にも関わった。 乙

ういったコラボレーションが生まれるのは

雑多な領域を内包している乙との良さであ

ろう 。

そういった活動を通じて、興味を育てて

いってくれれば、と考えている。

- 研究の今後

今回は色彩に 関する研究を，t，心に紹介し

てきたが、記憶色の研究( 記憶した| 瞬間に

色は変化している! ) や、素材と色のマッ

チング( 素材と密接に関連する特徴を持つ

木目のようなものでなくとも、色が印象に

及ぼす効果は素材によって変化する乙とが

あるけなどの研究には触れてこなかった。

もう一つの専門領域である環境心理学の

分野でも、 VDT作業をさせて疲れさせると

街並みの印象が変化する( 疲れにくい人は

都会的な街並み、疲れやすい人は自然が多

かったり昔ながらの街並みを相対的に好む

傾向がある! ) とか、 CGを使 ってウォ ーク

スルー画像を作成し構成要素の;;5423を見る

( 看板をまったく無くした場合評価が下が

った! ) といった街並みに関する研究、 l喫

茶j志の模型を用いて座りたい座席を調べた

り( 務ち若きのある隅の席が好まれた) と

か、飲食J占の画像を見せながら音楽を流し

飲食庖とマッチするBGMを探った( ジ、ヤン

ルの対応が主だが、それ以外も関係あるか

も) というような室内に関する研究がある。

乙のように、感性 ・印象といったキーワー

ド、をlIi lll に、 多織な研究を行って来ている。

今年度の研究課題には、 街並みに l イ聞の

建物を挿入した時の印象の変化、照明光に

よって変化するインテリアの色彩と印象、

色覚障害者の方の色の印象、プロダク ト色

彩の実測やインテリアを構成する色 ・素材

の実測、風景の切り取りと美的判断の関連、

子供にとっての環境のア フオ ーダンスに関

する研究などが並んでいる。ここまでお金

にならなさそうなテーマが並ぶ研究室も珍

しかろうと思いながら、学生時代くらい、

お金に無縁なことをやってみようなどとけ

しかけるので、あった。

( 棋究)

研究室のページ Chtt p: / /www.j issen.ac.j p/kankyo/

lab-maki/index. ht ml) から、このページの元原稿カ

ラー画像 CPDF fil e) にリンクしであります。併せ

てご覧いただけると幸いです。
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上・ プロダクトのカラーシミュレーシヨン画像 (Adobe Phot oshop使用)



海と山の家

設計

寺岡宏治 丁目白ka Koji 

神戸の人は南を海仮IJ 、北を山側と呼

ぶ。 そんな景観を手に入れるため、

阪神聞を歩き回 ってたどり着いたのが

海屋町である。 しかしながら北にある

べき 山がここでは東にある。 須磨と

塩屋の間が、古くは摂津 ・矯磨の境

で、六甲 山の南西端にあた っているた

めである。 そこで建物を T 型に配置す

ることで、南側端部から海の眺望、

東側端部から 山の眺望を 捉 え、海と

山を楽しむ家を計画した。恵まれた眺

望を大きく建物に取込むため、木 骨

造と呼ばれる S E構法を採用 し、関口

部の自由度を高めた。柱 ・梁のグリ ッ

ドによる現しの架構は、木の優しさと

力強さを見せてくれる。 また、塗装処

理を施していない素朴な竪羽 田板貼

の木の外観は、時と共に自然の風合

いを増していくものと考えている。

子供の学校の友だちが来たときの言

葉を紹介する。「ここにいるとなんか

知らんけどテンション上 がる一一! ! J  

建築と環境の見えない力があることを

改めて感じた。

寺岡宏治

1962 大阪生まれ

1985 神戸大学工学吉田東揺十画特 4卒業

2002- 明石工業高等専門学校非常勤講師

現在安井建築設計事務所設計部

撮 影津田裕之/ SS大阪(右下、上)

寺岡宏治 (右上)

企直編集倉訴時千子 (f'Rlも作風小委員会)
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特集・第55回

- 設計・計画部門一一

栗 原 智 一 竹 中 工 務 庖

根木 和 人 東畑建築事務所

永野 朗 大 林 組

久 下 武 彦 日 建股針

吉村 茂 久 竹 中 工 務 庖 名 古 屋

海自 哲 也 日建級計・名古屋

市 原 裕 之 積水建股

三宗 知 之 東畑建築事務所

影林 督諭 安井建築股計事務所

寺尾 達 也 東畑建築事務所名古屋

米 津 正 臣 竹 中 工 務 庖

西出 知 未 積 水ハウス

・構造部門一一

前田 達 彦 竹 中 工 務 庖

山 田 能 功 大 林 組

関 谷 英 一 鴻 池 組 東京

福本 晃 治 竹中工務庖・名古屋

藤 原 淳 太 陽 工 業

・設備部門一一

後 藤 祥 仁 田 建股計

寺井 千佳 昭和股計( 即時7月現在)

佐 藤 一 輝 竹 中 工 務 庖

・施工部門一一

中島 正 人 竹 中 工 務 庖

掲厳眠不同

応募の状況と結果

部門 応募数 入選数

設計計画 17 12 

精 造 7  5  

設備 4  3  

施工 2  

その他 o  0  

言十 30 21 

第55回青年技術者選考委員会

設楽 馴 / 先I f 札細川事務所糊取締役

木多 道 宏/ 止阪だ戸大下院工学自防科

j 血原総合工学羽岐准教授

淑Fヨ本 i.<;l / 紡す本t地築研究室代表取締役

総 村 本 治/ 刺 11込爆!II務所I醐 役

常務執行役員間党本部長

長谷J II 降一 /竹中工干: i 5!'j プb ゾd トJl W加 齢 本 部

(同n本) 本部長

ILq山 怖広/ J;(都大学大学院工学，WJ' .J'f

l : ! i r J i . m¥昆工学専攻准教授

よ県本 安! J l / 鴻池組東京本脂間体信長

(1tilffi. ，ｾ， ｉｙ ｬＯ ｮ ｩｊＡ［ＱＧｬ ｊｉ 設備設計部 ｬＢｉ ｊｬｴ， ｬｴ 長

:}I 村 隆 / I ! ' t 本棚刷'1琳 糊 蜘J ti ' WJトプ長

宇城 英"き/ .!v正il!J21瑚凶主広世望書部郎長

銀古 倣/ 大林組本臨H深生産枝市部長

迫

田 一;.: '也- . :::::

青 年 技 術 者 選 考 委 員 会

選 評

選考委員長 設楽貞樹

昨年の新建築基準法施行に引き続

き、今年は建築士法の改正が予定さ

れており、建築界の制度が大きく変

わりつつあります。われわれ建築に

携わる技術者としても、責任の範囲、

順法性、取り組み姿勢等勺につき根

源的に社会から問いかけられている

状況ではないでしょうか。改正その

ものに対して批判的な声も多く聞か

れます。しかし、今回の法改正は建

築界が広く社会的に信頼を回復する

ための必要条件ではないかと思いま

す。どちらかと言うと閉じられた中

にあった建築の業界を社会から信頼

されるものにするためになすべきこ

とを考えた結果が新基準法・新士法

なのです。よく言われるところの透

明性 (Transparency) であり、説明

責任 ( Accountabi I  ity) の考え方が内

包されていることに注目しなければ

なりません。どの断面を捉えてもき

ちんと説明できることが大切です。

その意味で、われわれの業務の責任

や役割を、原点に戻って考えるいい

機会と捉えるべきだと考えます。

まえおきが長くなりました。今年も

多くの優秀な技術者の方勺から応募

をいただきました。応募総数3 0名

から、厳正な審査の結果、 21名の

方々が当選されました。全体を通し

て見ると、やはり「自身の貢献度J

が読み取れるか否かに評価の分かれ

自が出たようです。技術の分野であ

れ、意匠の分野であれ、個人の努力

のみで成果が得られるものではない

はずです。チーム 組織の中で単に

自分が担当した部分だけでなく、自

分としてこだわった点、オリジナリ

デイを発揮できた点を記述していた

だいた方が選| まれた結果となりまし

た。前段で述べたように日見明 ( Accωnt )

できることニ Account abi  I  i  ty J をこ

れからは社会が求める時代です。自

分の業務をきちんと説明し、建築主

あるいは社会に対して了解 ・納得を

得て業務を進めることが必須となり

ます。その意味で、今回選ばれた方々

はその能力の一端が見られた方勺と

言えるでしょう。残念ながら選に漏

れた方もこれからのオンザジョブの

努力によってその資質を磨き、建築

界のために貢献していただけるもの

と信じています。今回応募の方々あ

るいはこれから応募される若い世代

の方々すべてが、当建築協会の『建

主要211ii 子

築を通じて社会に貢献するj の理念

のもとに次世代を担って活躍される

ことを祈ります。

・設計・計画部門/ 応募17人のうち

12人を入選とした。関西地区だけで

なく東海 - 九州からの応募もあり、内

容も各種の建築のほか、再開発のコ

ーディネートや150の自動車販売広の

同時開広計画 - 宗教建築 - 住宅での

音楽室の商品化など幅広く、そのレベ

ルも高く、審査は楽しくもあり難しく

もあった。応募の作品や事業はいずれ

も各社を代表すると恩われるものが

多く、審査の焦奈は例年同様に、作品 ・

事業のレベルの高さは当然ながら、併

せて応募者の作品への関与度 - 姿

勢 ・追求対象とその成果がどうかとい

う点にしぼられた。そういう意味では、

提出プロジェクトに対する概要的説明

では不定であり、自分がかかわった部

分に対して、創った人 ・かかわった人

でしか伝えられない説明 ・想い・息づ

かいなどがそのプレゼンテーションの

中から感じとれることが必要だった。

また、かかわったからこその反省や得

られた今後への教訓 - 目標などは審

査員を鮒号させる部分でもあった。

残念ながら審査員の胸に響く表現が

わずかに不足して入選に至らなかっ

た人たちも含めて、これだけの青年

技術者がこれからの建築界で活躍を

期待できることに元気をいただいた

感のある審査だった。( 松村孝治)

・構造部門/ 阪神大震災から 13年、

当時建築学科の学生だった若者が構

造技術者を志し第一線で活躍する年

代になってきた。基準法が改正され

混乱した状況ではあるが、今年度の

応募は 7件あり、レベルの高い作品

が集まった。

たわみ制御のために施工法にまで配

慮したものや、時代を反映して施工

性・経済性に挑戦している作品、吊

構造による建築美の追求など創意工

夫に富む作品が印象に残った。また

学生時代からの研究を継続し学校建

築改修に制振ダンパーを適用したも

のや、膜構造の地震応答解析の実用

的評価の研究など計 5作品が入選す

ることになった。

残念ながら入選を逃したものは、テ

ーマがやや分散し作品としての主張

が弱かったり、ディテールの説明が

不足しマイナス点になったものであ

って、決して入選作品に見劣りする

ものではない。

構造設計に自由度がなくなったと

か、画一的になったとか言われてい

る昨今、今回の応募作品はいずれも

個性的で自主性に嘗んだものであ

り、今後もこのチャレンジ精神が続

くことか望まれる。( 黒木安男)

・設備部門/ 4名の応募の中から 3

名を入選とした。選考にあたっては、

「本人が関与した程度と役割J i創意

工夫が感じられるJ iどのように実現

したかJ i最終的な結果が考察されて

いるか」を評価した。今年も、環境

に配慮し、省エネルギーや自然エネ

ルギ一利用等、建築的な工夫を凝ら

した設備システムの応募が目立った。

入選した 3 名とも、本人が携わった

プロジェクト数件を例にあげ、取り

組んだ事例を明確に表現できていた

が、数が多く、やや散漫であった。

惜しくも選考外となった方は、複雑

な建物の遮音対策を多岐にわたって

性能検証 ・施工検討が行われていた

が、性能設計面での本人の関与が若

干読み取れず、あとわずかなところ

で入選からもれた。業績は素晴らし

いので今後に期待したい。

環境省エネが重要な時代となった

今、来年はテーマを絞ってどう取り

組み実現して、社会に貢献したか明

確な応募を期待する。( 井村隆)

・施工部門/ 今年度の施工分野にお

ける応募は 2件であった。

近年、地球環境保護は建築生産分野

においても大きな課題となっている

が、同時に昨今の経済情勢のもとで、

工事コストと工期の圧縮に関する強

い要請がある。杭工法については上

記の二つの課題を解決すぺく、杭先

端部だけでなく中間支持層において

も支持力や引抜き抵抗力を得ること

で、経済設計と建設発生土の抑制を

可能とする場所打ち杭工法が、今ま

でに複数開発されている。中島氏の

応募案は、中島氏の所属する会社が

開発した「多段拡径杭J 工法をさら

に改良して、一層の経済設計と環境

負荷の低減を可能としたものであ

る。新たな掘削機械と透明性の高い

施工管理手法の開発、掘り出し調査

を含む各種試験による性能検証を通

じて、 日本建築セ ンターの工法評定

を取得している。以上の技術開発に

おいて主担当として活動したこと

は、青年技術者として選考されるに

値すると判断した。

選にもれた応募案は、多くの困難が

予想される鉄道タ ミナルにおける

工事の施工計画の報告で、さまざま

な課題に対してよく考えられた対策

が提案されているが、工事が完了し

ていないため実際の効果の確認は今

後を待たねばならない。( 錫吉敬)

謹築と社会 ・2∞8.9 9  



設計・計画部門

く り は ら と も か ず

栗 原 智 一

生年月1' 1 1976年5月l El

最終報 蹴 仁 球大学理工学研 矧

述築寺'<<!JJ. 主

(01. 3修士修了)

業)ft 2001. 4/ 1附竹，*，工務1白人宇j

2002.4/ プロ ジェク ト開発

f側主本部 (西日本)

. プロ ジェクト車3'Jft

・ニ y ケパークタウ ン則改築 (2004年)

・事11戸国際会創刊ニューアル (2005年)

・1別t: / E闘再開発プロジェク ト(2006{1' )

. りんくうタウン駅前尚一拘留st tjl 業コン

ペ:&.び実施計画 (20071
f )

・ニッケパークタウンK il tillii (2008年)

. さき しまライ ブ241也区事業コンペ

(2008年)

. 青年技術者のことば

私は本プロジェクトを、計画から

竣工、オープン後の対応まで一貫

して担当することにより、計画段

階におけるプロジ工クトを創り上

げていく苦しみとオープン後も継

続して育てていくことの醍醐味を

経験することができました。

特に今回は、商業事業者が「継続

的なまちづくり j という意識を強

く持っていたが故に、オープン後

にもかかわらず、道路インフラ改

善を含め多様な対策を計画し、実

施していくことができました。従

来の建設業の発想て吋考えてしまう

と「建てた後はご自由 | こ」となり

がちですが、本プロジェク卜を通

じて、サスティナブルな建築のあ

り方や継続的な環境への取り組み

を行っていくことカ漣設業にも必

要不可欠な課題であると痛感しま

した。今後は、そういった視点を

持ちながらまちづくりを推進した

いと考えています。

なお、本プロジェク卜の推進にあ

たって、事業主をはじめ、行政担

当者、地元関係者、プロジェクト

メンバー に、多くのご指導を頂き

ましたこと、この場をお借りして

お礼申し上げます。

. すいせん者

高梨雄二部

竹中工務庖プロジェクト開発

推進本部( 西日本) 副部長

堺北花田プ口ジ、工クト~プロジ‘ 工クトを創る苦しみ、育てる醍醐昧~

- 再開発地区計画の条件整

理と商業施設の集害性の

実現

本プロジェ クトは、平成 7 年に「東

浅香山町 4 丁地区再開発地区計画j

として都市計画決定された、大規模

な再開発事業における商業開発プロ

ジェク トである。

もともとは土地所有者の社宅があっ

たエリア、つまり“ 住宅地" であっ

た場所が、複合化し多彩な1機幾能を持

つ

とを期待された場所であり、再開発

地区計画の企画評価書や整備 ・開発

方針では、道路や交通広場等の公共

施設とともに、ランドマーク性の高

い建築物やアトリウム空間の整備等

が盛り込まれていた。

これらは、都市計画決定時の容積率

や用途緩和の根拠かつ施設計画に対

する条件であった。商業施設として

の集客性や機能性を持たせるため、

6 年前に決定した都市計画の条件を

うまく読み替えていく必要があった

が、様々な実現性の高い実施計画を

提案することで、それを可能とした。

- 立地法届出の受託業務対応

私が特に注力したのが、商業施設の

商 圏 設 定 交 通量予測、交通計画の

立案であった。計画地が都心部の駅

前立地で、参照できる他の事例が無

かったこともあり 、各交通手段によ

る交通量を実地調査を行いながら、

詳細に検討 ・予測した。

また、予測した交通量をさらに深掘

りし、駐輪場の配置検討や台数配分

を行 ったり 、各出入り口における力

一 卜置き場の配置検討やテナ ン ト配

置の参考資料として利用するなど、

実際の施設計画に活用した。

. 施設オープン後の継続的な

改善計画の立案と実施

平成16年10月に無事にオープンを

迎えた後、当施設は年間で約1，500

万人を集客する人気施設となった

が、一方で自動車交通の集中による

混雑が発生し、その対策を早急に行

ってい く必要に迫られた。

そのため、商業事業者と 一丸となっ

て、退出車両の要所である交差点改

良方策を打ち出し、交通負荷を低減

した。また、歩行者ネットワ ク上

の安全性確保のための敷地内歩道拡

幅や周辺の環境負荷低減方策等、適

切な課題解決を継続して検討し、実

施した。

- 足元商圏人口が多く 自転車での来場も多い

再開発地区

エリアマップ

. 安全性確保のための敷地内歩道拡幅 ・荷捌きヤー ドにおける荷捌き音対策



設計・計画部門

ね ぎ か ず と

根 木 和 人

ｾ ｉ ミ 年 月 日 19731
1' 2月25日

最終学廃 1997年大阪市立大学大学院

工学研究科建築学専攻修士

訴縫修了

業 歴 19971間移同制探事務所

入社

. 作tE必歴

・明石市1. (1位三主イ雌設

- ジーニス大阪 省!尻町地区第一租till 街

地再開発事 端包雄 勝期

- 大阪地方税干IJ jo)槻t行部 ・大阪簡易裁判

所交通部合同庁舎

.  Jit:，制i府経察学校厚生株

- 大阪府瞥祭学校専宇1教義制l

- 京都 市 こ ど もカウ ンセリ ングセ ン

ター パ トナ

・崎山市原ホテルリ ラクシア

・サンサ右京 主潮日Ij・太臨巨部地区

第一甜有各地再開発事制官制拠物

- 青年技術者のことば

山岳、渓谷、森林、草原、断崖、

洞窟・そのダイナミックで絶妙な

自然界の造形空間に身を置いたと

き、人は心を奪われます。私はこ

れまでの取り組みで、この空間体

験のおもしろさを建築に取り入れ

ることができないかを潜在的に考

えてきたような気がします。見晴

らしの良い場所、圧倒される場所、

包み込まれる場所、緑に癒される

場所 さまざまな仕掛けをつく

り、そこに集う人々の心を動かす

ことができないか。

建築をつくるということは、人の

心を動かす、ひいては社会を動か

す仕掛けをつくるということでは

ないかと考えています。クライア

ントやユーザーの想いを読み解く

だけでなく、さらにその先にある

建築がもたらす可能性を常に考

え、アイディアを注入し、かたち

に実現させていくことが設計者の

果たす役割であると思います。そ

れには設計者の力量が求められま

す。これからも感性と技能を磨き、

想像を少しでも超えた、人々が、

社会が「喜びJ を感じることので

きる生き生きとした建築を創出し

ていきたいと思います。

. すいせん者

北 村 潤

東畑建築事務所統括設計部長

京都府警察学校厚生棟

大阪府警察学校専科教養部

サ ン サ 右 京 京 都市太秦東部地区第一種市街地再開発事業施設建築物
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設 計 ・計画部門

な が の い ち ろ う

永 野 一 朗

生年月 日 197211' 9月5 日

i訟終学校 コロンピア大学大学院

刻診車 ・初附デザイン功攻修了

業 腹 Ｑ ＹＹＸＧＭ Ｑ ｾ 必 林組入社

蹴 t 、本応対立高設計剖扇IJ主脊

. 作11l品ll'JA

2001'- 1'  ダイ ピルリノベーション

200以下 百本It l重限集合1主宅

同際コンペ{判乍

Ｒ ＰＰ Ｓｾ Ｑ Ｇ＠ ニッセイ神戸北野ピル

200411' キッ ドラポ東京ピル

Ｒ ＰＰ Ｕｾｆ＠ グッチ銀座ピル

2006'- 1'  阪神なんは溺指輪f ( . : ; ! I R

Ｒ Ｐ ＰＷｾｆ 耳 ｉ 綴騎リ Ｑ Ｑ ライトアップ コ ンペ

級優秀賞

Ｒ ＰＰ Ｘｾ Ｑ Ｇ＠ 1次附網 1場跡也コ ンペ準入選

- 青年技術者のこと ば

まちづくりに想う

一建築とまちの関係性 3 題一

> > 建築設計のプロセスに身を置

くとき、個体デザインへの意識は

さることながら、より広義な意識

として「まちづくり J について常

日頃想いをよせている。建築の最

終目標を「社会貢献j 、平たく言

えば「人を幸せにすることj と捉

えたとき、一つの建築活動を通し

て自分に何が出来るのか? をア

キテク卜として問い続けるべきで

あると考えている。

> > 一つの魅力的な建築が「場J

の雰囲気を変え、その場が集まっ

たとき、歩きたくなる「通り」が

生ま才L それら通りが繋がること

で滞在したくなる「まちj が形成

される。つまり、すべての建築行

為は「まちづくり j に繋がってい

るからである。

> > 民間企業に所属し、資本主義

原理の下で設計活動を行う私に

とって、すべての建築行為は諸つ

の制約条件で埋め尽くされてい

る。しかしながらその設計活動の

先に見える「まちづくり」という

ゴールへの想いをあきらめない限

り、私のモチペションは絶える

ことはないだろう。

- すいせん者

神 道 浩

大林組建築設計部長

まちの重層化に建築ができること ・キッドラボ東京ビル ( 恵比寿/ 東京)

商業系 ・住居系出 或のスキマ{ 二位也、するオフィスピル。「ホームオフィスj をテーマに、まちに対して 「閉じた」事務諸室と nm

いた」ぺントノ、ウスを共存させ、戦と住 ・過去と耳u王が共存する当該f也における多様で重層的なまちづくりのー可能性を総示

まちの高質化に建築ができること : グッチ銀座ビル ( 銀座/ 東京)

ファッションブランドの旗 ｾｾｧ 制 ｡ 透 明 性と非透明性の競演、重層するガラススキンなど、モダニズムをも都包させるシン

プルなタ問主納成を展開し、装古悦七のみにlifl 倒しつつあった当該地域の「まちなみj の質を高める一石としての可能性を提示

都市再生に建築がでさること . 東憤掘川ライティングプロムナード (東繊劉11/大阪)

高速道路によ って塞が れた河川を対象としたライトア ップのア イデアコン ペ。 人々を川 |岸にH干び戻すことによって

大阪の再生を図るという都心再生プロセスを、ライトアップされたガラス床の遊歩道により実現させ る提案



設計 ・計画部門

〈 げ た け ひ こ

久 下 武 彦

Ｑ Ｙ Ｗ ｾｆ＠ 6月万部 府生まれ

1999i F 神戸大学大学院自然科学砂移E科

建設学悲劇w土前JgJ i.減益修f

1999年 側日建設計入相

現在、日建設計設計お苛属

・担当 した主なプロジェクト

1999- 同;' J:-;:fJ:太学京田辺キャンパス

香知的n

2000- 神戸大学自僻伴総合開 糊3号館1

2003- 総合I阪概暁判 防御i ( コンペ~

基将おト掲 闘直卜硯跡 応)

2004- 毎日新聞社 大阪ピル 2j gJ計画

2005- 内附府和|噺 特 技 仰# 附 #

2007- 大阪取W;:l 血区第1) 羽1m発Jtii!ii

- 青年技術者のことば

ひとつの建物を設計しようとする

とき、その建物に強烈な個性を与

えたいと考えます。その建物は唯

一存在するものでありたいとも考

えます。

アートのような奇抜な形の建築と

か、ある哲学的なコンセプ卜をそ

のまま形にした建築とか、重力に

逆らうかのような浮遊感のある建

築とか、そんな建物ではありませ

ん。

もっと自然で、無理がなく、雄大

で、強い存在感を持つ建物です。

例えるなら j てルテノン神殿のよう

な、あるいは法隆寺のような強烈

な個性のある建物です。

その個性を導き出してくれるもの

は何か。それ は 「時間 j です。

100年、 200年、 1000年の間存在

し続ける建築。自分が生きた一瞬

のなかで設計した建物が1000年

後もあり続けてほしい。いいかえ

れば、それだけ長い時間、意味を

持ち続け、大事にされ続ける建物

をつくりたい。

日々の仕事の中では忘れてしまう

こともある考え方ですが、建物を

設計するということはそのぐらい

偉大なことだということを常に感

じながら建築をつくりたいと考え

ています。

. すいせん者

勝山太郎

日建設計設計部門設計室長

総合地球環境学研究所 ( 京都市北区)

文系・理! 系のあらゆる分野の研究者が世界中

から集まり、 地球環境問題とその根源、につい

て研究 ・議論を繰り広げている 。

小部屋 をなくした大部屋の研究室、 中庭を囲

む回遊動線、さまざまな場所に配世した研究

者のための議論と交流のスペース等、この研

究所にふさわしい空間をつくった。

外装には瓦、焼杉板、煉瓦など伝統材料を使

用。北山の最観の中に溶け込む建物とした。

さらに、コンヒ。ュータ制御された 自然換気と

自然光調光システムをつくり、空調・l ! 日明の

負荷 を大幅に低減している 。
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設計 ・計画部門

よ し む ら し げ ひ き

吉 村 茂 久

生年月101 197211' 10月16日

ι 椴 学ut. 1995>ni¥1間切d ザ立学院

工学榔 開 廷 諜寺4 ' 1攻修了

勤務経lril 1998"1羽a竹中工務m入.;fJ

. 作1"=I"fJ.JR:

2000"1' 小泉純附右到 fj 町再開発

2001年 事|伊 新|社j総合折込商事|味 tJ

2004年 ヤマハヰ可尺新奴

200M! '  ILI 首Y工業例式会ヰ閣I;fJ: 屋

2007年 刈谷世田総合病院新病制l

- 青年技術者のこと ば

京都議定書を契機に大きく広まっ

た環境意識の高まりは、今や危機

感にまで到達しつつあり、サス

ティナブルな社会が模索されてい

ます。

建築は、環境に与える影響が非常

に大きく、サスティナピリティー

を非常に意識せざるを得ません。

私は建築デザインにおけるサス

ティナピリティーの実現において

は、いわゆる高機能・高効率な設

備デバイスの採用によって技術的

に解決することだけではなく、建

築そのものに環境要素が組み入れ

られる必要があると考えます。そ

して、その追求の先に、工モーショ

ナルなデザイン領域にまで到達で

きるのではないかと考えていま

す。その手がかりとして光・風と

いった非常にありきたりである

が、根源的な環境との調和が非常

に重要な要素としてうかびあがる

ように思います。

また、サスティナブnに対する最

も有効な手段は、使いつづけると

いうことです。建設行為にかかる

エネルギーは膨大であり、スク

ラップ& ピル刊誌最も環境に負

荷を与えます。長期間の使用に耐

えるフレキシピリティーと低環境

負荷を実現し、建築デザインを工

モーショナルな領域まで高めるこ

とにより、その建物は人に愛され、

長く世代を超えて使いつづけられ

ることになり、今日的な社会的意

義を持つと考えています。

. すいせん者

相川俊英

竹中工務后名古屋支庖設計部長

ヤマハ中沢新寮

XIJ 谷豊田総合病院新病棟新築工事



設計計画部門

し お た て つ や

塩 田 哲 也

生年月日 19721F 9月13EI

愛知11'iだ主まれ

f陣 学歴 1997:q，東京甜航時大学院

矧 3砂防職殴寝耳蹴修了

業 聯 盟 1997鎖倒日主I rillta.十入社

- 青年技術者のこ とば

井上陽水の「少年時代J という曲

がある。夏が近づ くと巷でよ く耳

にする曲のひとつだが、最近その

歌詞がさっぱり理解できないこと

に気付き、少し戸惑った。そして

調べるに従い、その理由を知り、

嬉しくなった。結局「意味は分か

らなし ¥J が正解らしい。

まず、作者の造語が含まれている

点、そして作詞を何でもありとす

るその態度。論理的に説明できる

必要は無い、心で雰囲気を感じる

ものということだ。

私の建築設計の日常を振り返って

みると、一見そのような姿勢とは

莫逆に恩える。経済性、平面計画

の合理性、力学的な洗練、環境配

慮など、いつも説明を求められて

いるし、街に出ればそれが良くわ

かる。 しばしそのように取り組ん

できたのだから当然だ。

しかし皆それだけではないものを

求めている。解説できない“ かの

歌" が、人の心を惹き付けている

のも同じことなのだろう。私は建

築について、そのような側面を大

切にしたい。

具体的には、先人たちが追求した

装飾、職人の手仕事のように、忘

れたり、置き去りにした、でも嬉

しい考え方を取り上げていこうと

思う。

それらの魅力を、設計の中に新た

に描き直し、実現した建物を通じ

て社会の美意識の中に育んでい く

ことが私の目標だ。

. すいせん者

村井達也

日建設計設計部門室長

栄三丁目ビルデイング-

L ACHI C  (ラシック)

基本設計、実1ii1i 設計、 現場対応、およ

び商業( ラシック) 部分の 内装基本

設言|を胆当。パッサージュ、 l次抜、

ブリッジ、界|慢性のある 路地空1mな

ど、 街歩きの楽しさを感じら れる空

間づく りをし、 通りの賑わい を建物

の中に導くことをコンセプ トとし

た。箱型の百貨Jl . ではなく、街に 1)ト|

かれ、 街と H干l吸する建物を 心がけた。

いちい信用金庫新本居

「本庖に相応しい風格」というクラ

イアン 卜の注文に対して、 構造体に

よる外観表現を試みた。

椛造設昔|者 と議論を重ね、木造建築

が木組みの美し さにこ だわるよ うな

表現方法をPC造にお いて模索した。

継続 して追求したい手法。( 写真は

養生一部未撤去)

レクサス庖舗開発設計

プロ ジェクト

全国に150[，1'; 舗を建設し一斉に開業す

るという未曾有のプ ロジェク トに、

脂命Ii プロ トタイプの IJf l発、設，HJ Vの

統指チームメンバーとして参加。 こ

こで追求 した環境配 J，¥¥t 、ホスピタ リ

ティ、 商品の展示手法などは、全国

のカーディーラーに刺激を与え、今

後言 ｉＢｩ 面さ れ るショップの ｉ ｔｴ ｉ ｾ がボ ト

ムアップすることを期待 している。

3D- CA Dを活用した設計システムの品時

築も担当し、得がたい経験となった。
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設計- 計画部門

い ち は ら ひ ろ 申 書

市 原 裕 之

生年月 EI 1975年12月生 まれ

lI>蜂冬学庶 Ｒ ＰＰＰ ｾ ｆ 日 本大学大学 院海 洋

姐 探工学主杭 攻飲 ｴ ｾ Ｚ日 程 修 了

勤務矯!t'm: Ｒ ＰＰＰ ｾ ｆ ￬ｾ ＯＷ ｪ ， 建 都 ω入 ネ ｉ

. 作品紹f霊

Ｎ ｙｉ ノ 政灯台鯵 ｾｩｬ ｩ ｔｉＡｩ￮ (2003) 

・新山判m湖 面談 (2004)

- 三蹴 rrWrti1i (2006)  

・ラ ゾーナ川崎 (2007)

Ｍ 大阪 ト ヨ タｾ 品卸苫 Ｈ ＲＰＰ ＸＩ

.  (仮祢) 本町橋ピ岬 桜江 4jJ

(201阿倍)

- 青年技術者のことば

未知なこと、新しいこと、チャレ

ンジすること、いまよりさらに上

のものを目指すために、多くの人

と対話し協議しながら進めること

で、教えられることや解決するこ

とがある。反対に衝突すること、

提案が受け入れられないこともあ

るが、その解決方法もまた多くの

人との対話によると思った。

得意先の担当者からトップまで、

様々な人の「恩ｾ｜ｪを聞き、「恩ｾ｜ｪ

を理解してまとめていくことで喜

びを感じると同時に、現場では

「技J について議論し「技」を理

解してし， <。

人の意見を聞く ・まとめる ・つむ

ぐことでデザインへと昇華させ

る。それは打ち合わせでも、現場

での職人とのたわいのない日常会

話でも、いたるところにヒントは

隠されていて、それにいかに気が

つくかであると思う。より多くの

「思い」と「技j を融合させなが

ら建築を創っていくスタンスを、

今後も貫いていく。

. すいせん者

大村昌聡

清水建設関西事業本部

建築設計 2 部部長

ラゾーナ)11崎

(仮称) 本 町橋 ピル新 築工事 大阪 トヨ タ高槻庖



設計計画部門

み つ む ね と も ゆ き

三 宗 知 之

1973年 7J'J 29r1生

1998年大阪大学大学院ヨ淵i ) f予防十

ｭ 域乞Ｈｾ罪主句史修士＿ｊｉＡ程修了

Ｑ ＹＹ Ｘｾ ｦ＠ (協 同 11札喋'J l 務所入村

. 作品車1り!lw.

2000年 五色IHT.li:図S釘{

及び'fItI山j{地区公民館

2001年 篠山市民センター

ＲＰＰＲ 年五色 ｐｬ ｲ ｾ 内イベント広場

2005年 I 主鴎rrI 場

2007五l' Ji¥'/ff)市:6:i i¥区総合庁舎

- 青年技術者のことぱ

ものづくりをする上で重要なこと

は、人の感覚を理解することだと

考えている。オーナー、ユーザー

もしくはそこに住む人々が何を感

じるか、何を求めるか。それが潜

在的な意識であっても、そこには

こーズの一端が存在しており、も

のづくりの手がかりになる。

っくり始める前には、そこに何が

あればよいのかを常に考える。そ

して既成のものにとらわれない手

法で空開化する。できた空間や、

つくるプロセスが人に刺激を与え

たり、心地よかったり、気持ちが

落ち着いたりするのであれば、そ

れがひとつの「よい建築J のよう

な気がしている。

歴史や環境、社会状況そして人の

感覚を読み取る力を養い、建築設

計者としては建築というモノをつ

くることにこだわっていきたい。

その建築カバ環境 - 社会- 人に対し

て何かを還元できるようになれば

幸いである。

. すいせん者

米 井 寛

東畑建築事務所設計部長

五色町屋内イベン卜広場

|社新工場

京都市左京区総合庁舎
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設計-計画部門

かげ It やしまさ つぐ

影 林 督 諭

生年月日 19741F 4 月25EI 

証拠学l援 2000i同部工芸繊 附# 工芸

平伴f!If郷i防月三主学明文修了

2器 廃 200州 側排 主L単品開 聞 務 所

入札 。 現 在 、対 ｾ 阿筋庁設 計部

・作:日『経歴

2005年 金iMi千製高等学校・中学校

2007壬l' 大阪悶際大学 ・組 制大学部

食当t株 fK us- K us  C af eJ  

2008
1
1' 金前会商笥学校 ・中学校

・封 I

4大阪lヨ 附 持 ・短Jij 伏 学 部 食jjt練

.  200711'  グ ッ ドデザイ ン釘 (建築 デ

ザイン部1"]) 受賞・

DA1t. O DA rt 入選ほか

4金l期会向等学校・中学校

・2008年 (t日照明学会 !t日JYJ 普及11 ・優

秀脳 j必l 受賞

S DA1t .  O DA l1入選ほか

. 青年技術者のことば

教育施設づ くりに続けて携わるこ

とができた。きっかけは私の母校

を建て替える プロジェク卜に参画

できたことに始まり、大学食堂、

女子中高、そして現在もある中高

建て替え事業に携わっている。

学校という歴史ある施設づくりに

おいては伝統を多様なかたちで継

承するとともに、その局辺環境 ・

地域社会との調和を図りながら計

画しなければならない。しかし、

それだけではない。これら 3 作品

を振 り返り見えて くるのは、それ

ぞれに学校の理念があ り、 理事長

や校長の次世代へ向けたメッ セー

ジ性の強い言葉があることだ。私

はその理念・言葉をいかにかたち

にするか考え、コンセプトメイク

を重視し、テーマを掲げて取り組

んできた。そして対話をし、議論

することで、より 一層計画案に対

して深 くアブローチでき、結果と

してデザインにも ブ レを生 じず

に、コンペ案をほぼ変えることな

く実現へと導く ことができた。

これから先も、このプロセスを大

切にし、多様なクライアン 卜の理

念・言葉をかたちにすることを目

指して設計に取り組んでいきたい

と恩う。

- すいせん者

庄野利博

安井建築設計事務所設計部長

大阪国際大学・短期大学部

食堂棟 以us - Kus CafeJ 

Desi gn Concept 笥 4・

後× φ
・GREEN 学園の神木であるクスノキの木の葉

. GLOBAL. . 学園の理念 fグローバルマインドJ を

地球の地軸の傾き23. 4. で表現

金蘭会高等学校 ・中学校

Design Conc ept  

111川三協→令竹

I縦織の非対砂が美しL、j と謹われた旧綬舎の伝統ディテールを継承し、

緩やかに弧を抱く倹ルーパーで女性らしさを表現。第3 の軸線「斜線j を

導入し、オリジナルピクト「ピクトガールj を多様に展開.

金蘭千里高等学校 ・中学校 (母綬}

- 学園の思い

I人間関係の縦と織のつながりを大

切にしたいj

. gg閣の提案

I空間的ゆとりが生み出す交流J

人間関係を育てるi覇「メディアブー

ス' 共用廊下に約30m程度の2層

吹抜け空間l を提案。各階で交互に

積層させ、ゆとりある自然保光 自



設 計 計画部門

て ら お た つ や

寺 尾 達 也

197VF 11月 1 ｆ ｉ ｾ ｉ ＧＮ まれ

1997年 九州対 吠 ィ 閲:判移間建築

学専攻修了

ＱＹ ＹＷＵ ＱＧ側束知 Ａ込 帯 ｊ ｾ 務所入主 Ｑ

・主張作品調藍

2001年 竹田市1量Ji! 施設 1切り1

ＲＰＰ Ｑ 年対斜町立おおっ ｩ ｬ ｾｗ ｾＱ 創 Ｑ

ＲＰＰｶｲ 福岡視力陣ｾセンター

2002年福岡県符第一機動断面舎

2003年宮崎浦陸上量産妓場

2005年 三好町立三好丘中学校

2005年愛・地球博グローバルハウス

2007年 納屋橋東地区第一組市街地再

1; 日発事梁基本計画( 基本設計

中)

- 青年技術者のことぱ

これまで担当したプロ ジェクトを

振り返ると、造成から立案した新

設中学校、既存建物を利用した万

博のパビリオン、大規模な再開発

事業なと沼環設計者として比較的

多岐に渡る計画に参画できたと感

じています。

それぞれのプロジェクトで苦労や

喜びがあり、様々な経験を通して

感じたことは、設計という行為を

通して人と社会の未来がつくられ

てゆくということです。

現在に生きる私たち設計者が、よ

り良い未来を描き、プロジェクト

を完成へと導くためには、現在の

命題をしっかりと認識し、新しい

提案へと昇華させる力が不可欠だ

と考えています。そのために視野

を最大限に広げ、何度も敷地に足

を運び、多くの意見を聞き、コミュ

二ケーションをとることを大切に

しています。さらに最終的な fか

たちl として提案するためのデザ

イン力、新たな技術や材料への知

識も必要であり、日勺アンテナを

張って設計に臨んでいます。

建築の建つ敷地や条件は一つで

も、解答は無限にあります。その

無限の可能性の中から、 『かたち』

となる一つのものを過去現在・

未来の脈絡に沿った、 『自然に人々

やまちに受け入れられる建築J と

して提案できるよう、心がけてい

きたいと考えています。

. すいせん者

瓦回伸幸

東畑建築事務所設計部長

三好町立三好E 中学校

納屋橋東地区市街地再開発事業 (納屋橋ルネサンスタワーズ (仮称》 竹田市温泉施設花水月 (はなみづき)
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よ ね づ ま き お み

米 津 正 臣

生年月日 1974i f  1月23日

最終学歴 1999{同 琉工業大学大学院

到江学研郷 }足時高学期主修了

端 緒 庇 199911司附I中工務Ji!i .入ネi

・1乍I日必i歴

ＲＰＰ Ｑ 年 芦屋 カンツ リ→ 只ｾ部・カ ー ト ｷ

200伴 l則即C判 明l'餓改修

2005年松下' 1 ' D P第 3工場

ショーウイン ドーのある財制舗

2006年ヤンマーびわ工場・集荷練

200711'- Aフ.ロジェク ト

・受賞

2000年 国際カ ーペッ トデザイ ンコン

ベティ ション2001入賞

2001年 ] C Dデザイン賞優秀賞f 芦屋カ

ンツリーカートJ!) i

200311' 三重県熊野古道セ ンタ ー (仮

称) 基本設計公募型プロポー

ザJ レ優秀賞

2006年 ] C Dデザインアワード2006 銀

1 Vショ ーウインドーのある仮

設Ji!i制

- 青年技術者のこ とば

建築もユニークであ るこ とが大事

だと思う。ユ二 クであると いう

こと は、決して、 不真面目 である

ことを意味しない。 そこでは、徹

底的に真面白に問題に取り組んで

いるがゆえに浮上してきた 「現実

の表現J が、われわれが無意識に

従属している社会的な制度や、文

化体系といった枠組みを逆照射

し、一種の微笑ましさとして定着

するのである。ユニークネス は、

最新技術を賛美する ようなメッ

セージの方向性とは異なり、多様

な価値観が共存する現代社会に対

して、等身大の批評を持ちえる一

つの手段である。 つま らないもの

でも、ちょっと見方を変えると、

霧が晴れたように面白 いものとし

て見えてくることがある。凡庸な

ものでも、突如として力を持つこ

ともある。

建築におけるユ二一クネスは、徹

底した観察と分析を通 して、社会

に対して様勺な水準での小さな閃

きを与え 「開かれた都市の観察眼」

として社会的にも重要な役割を演

じることができるのではな いかと

考えている。

. すいせん者

赤松千州

竹中工務広大阪本庖設計部長

ディテールの拡大

ゴルフ場に建つ小さな力一卜庫に

は、大型車両の格納や、作業スペー

スとしての利用を見越して、気積の

大きな、明るい内部空間が求められ

た。ここでは、要求された複数の機

能を、矯造 ・仕上げといった計画の

階層や、床 - 壁 ・天井といった慣習

的なまとまりを介さず、建築材料と

の即物的な関係において還元的に組

み立て直すことで、極端な省部材化

を図っている。

その結果、建物はカーテンの裳や、

梁の傾き一つまでもが建築表現とし

て昇華され、ディテールが拡大した

かのようなプリィミティプな姿を現

すこととなった。

芦屋力ンツ リー倶楽部力一ト庫

建 築 地 神戸市東灘区本山町森字本庄山

摘造規棋 S造、地上1階

敷地面積 37，707. 17 m

建築面積 192. 38m 

. H鋼= 矯造 × 雨樋 × カーテンボッ

クス

H 鋼梁を 90.回転させ、弱軸方向に

用いることで、鋼材上部の凹みを「雨

樋」に、下部を「カーテンボックス」

として利用している。この H 鏑は構

造梁としては不利な向きだが、軒樋

やカーテンボックスを無くし、柱 -

梁材をすべて 250角で統一し、余っ

た断面を利用 して、ガセットプレー

ト無しで直接鋼材にプレースを設置

するなど、構造 ・計画 - 収まり等の

階層を超えた三位一体の部材として

有効に機能する。梁端からは集水升

に向けて象徴的に雨が流れ落ちる。

工
ｾ＠

H- 250x 250 x  9  x  14  

E  軒樋 『

E カーテン E

E ボンクス E

- コ ンクリート腰壁= 折板支持

× 擁壁× 衝突防止板

コンクリー卜の立ち上がり高さは、

二次部材を無くすため、折板の限界

支点間距離で決められた。この腰壁

は、敷地の5 0 c mの高低差を吸収す

る擁壁として、また、ゴルフ力一卜

の衝突防止板の役割を果たす。

・透明カーテ ン= 窓 × 外壁

× 出入り 口

開口面に用いられる透明カーテン

は、作業スペ スとして利用される

際の採光面となるほか、電動力 卜

を雨から守る 外壁として、また力一

卜の出入り 口としての機能を果た

す。力一テンは H 鋼の幅250nrn内で

折りたたまれるよう熱溶着により繋

が入れられている。高所作業者が入

る中央スバンにおいては、高い天井

高が要求された結果、両端スパンで

の梁が斜めに傾き、梁に水勾配が生

まれた。カ ーテンの袋は斜めの梁( ニ

カーテンボックス) と垂直方向に入

れることで聞け閉めを可能にしてい

る。

E 折板= 壁 × 屋根

閉鎖面には、屋根壁ともに面剛性

の高い折板を用いた。屋根折板は H

鋼梁( 樋) まで水を運び、壁折板は、

正面のカ ーテンと同じように、 二次

部材無しで、 H鋼の凹部に納められ

る。また、切妻屋根を摘み上げたよ

うな形状は、平面全体を八角形に変

形させている。

*  

建物の外壁でもある斜めに裳の入っ

た透明力一テンは、光と影を引き連

れ、果てしない干渉を繰り返す。八

角形の建物形状のためか、そよ風に

よる微少な動きが次なる運動を呼び

起こし、雑然としたゴルフ場の裏方

の風景が、半透明のフィルタ を通

して息を呑むような美しい動画とし

て再構成される。

つの部材に複数の役割を与え合理

化を図った建物が、一方で、通常異

なる水準で解決される問題が重ね合

わされることにより、梁の傾き一つ

までもが「建築表現j として昇華さ

れているような、豊かな、そして少

し不気味な現象に包まれている。
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に し で と も み

西 出 知 未

生年月 EI Ｑ ＹＷＹｾＱ ｾ 月 Ｒ 日

五掛学:} A m詩崩$[. 科学大学大学院

工学研ヲw凶! 設工学専攻

引佐bi1M}i}修了

ｾ＠ I!在 200MI"!!切υ、ウス側入ι剖

総合住宅研究所技祢iiliJ移'&Tr

所属

・主な干附l : 1i-J容 ・業務I:kJ容

- 車切υ、ウス住宅における音楽室の研究

一 割 。 働 ｩ 正、 ｅ む掛 Ｈｾｲ 、木込について

- 2階E没位の可能性について

- 品切υ 、ウス住宅における床衝繋音遮断

悩能を向上させる技術開発

・ 各支 Ｉｾγ ゅ 音楽 釜 設計支援

-各支jt1いの{' j 'の111胞に|則する支援

- 青年技術者のことば

私たち は常に音に固まれて いる。

音は鼓膜がある以上聞こえてしま

うものだ。音には 2種類あると私

は考えている。「心地よ いものj

と「そうでないものJo r心地よい

ものJ は自分が好んで得た音など。

これまで、住宅に求められた音の

性能は 「そうでないものj をいか

に自分の周りから減らすかという

技術だった。ただし、お金を出し

てまで求める人はそれほど多くな

かった。

「防音の技術を生かして、音楽室

として商品化しませんかj その一

言に私は飛びついたことを覚えて

いる。「心地よいものj をリラッ

クスした空間で堪能でき、人を喜

ばせる技術を社会に広めることが

できる。「多くの人の心に残る仕

事がしたｾ ¥J と考えていた私には

嬉しい言葉だった。

音楽室と一言にいっ ても、映画、

楽器演奏、ペット専用室など使い

方はお施主様次第で幅広い。 用途

によって、遮音性能も室内の響き

も異なるため、 般的な提案だけ

でなく、お客様のイメ ージも大切

にしている。

自分が心地よいだけでなく、周囲

の人も心地よい、 そんな空間が私

たちの提案する音楽室だ。住宅が

生活をする場だけではなく、音楽

室を持つことで楽しむ場、人が集

まる場となることを願っ てい る。

. すいせん者

小谷宗男

積水ハウス総合住宅研究所長

住まい手の用途に合わせた音楽室の開発と商品化

工業化住宅は、地域や設計者、施工

者によらず安定した性能を確保した

住宅を提供することが求められる。

音楽室のように特殊な仕様や工程を

含むものにあっても、例外ではない。

積水ハウスの体験型見学施設 「納得

工房J に訪れるお客様275人にアン

ケートを行ったところ、 7 割が音楽

に関心があり、その半数が、できる

ならば音楽室をほしいと考えてい

た。このアンケー卜結果から、住宅

に専用の音楽室を設けたいという要

望は高いと考えた。

- 設計基準決定の概要

高い遮音性能と室内音場( 響き) の

研究は蓄積があったため、これらを

基に音楽室を商品化することにし

た。音を専門に研究する私は、音性

能の選択基準を作成した。

音楽室とは、音性能の中でも「遮音」

と「音場j の 2 つから構成されてお

り、それぞれの性質が合わさったも

のである。

これまでの研究で、各部位の遮音性

能については 3 種類の納まりが、音

場については4 種類の設計ル ルが

おおむねできあがっていた。 商品

化にあたり、音楽室の用途は人それ

ぞれであるため、選択の自由度を考

え、遮音性能の高い仕様 3 っと、室

内の響き調整の仕方 4 つをマトリク

スにとり、 10種類を設定した。遮

音性能力清いのに、響きが長いとい

う空間は特殊だと考え、 図 1 の空欄

部分は、設定しなかった。

低 い

図1 性能と使用用途のイメー ジ

. ' 性能の表現

部位を組み合わせて設計提案を行う

には、設計者の力量の差が出てしま

うことから、 J ' ¥ッケージ化を行った。

遮音性能の 3 種類の仕様はパッケ

ジ化された仕様である。

J'¥ッケージ化された防音室はユニッ

トタイプとして他社で販売されてい

るが、ユニット全体で0( - 00とい

う性能であると紹介されていた。先

行している他社商品との差別化を図

るとともに、各部位の性能を示すこ

とで信頼性を獲得しようと考え、カ

タログには外壁 ・窓 ・間仕切壁 ・

間仕切り壁 または

o- ' go"- r2重扉仕篠J の場合

界線上で45dB以下に抑え

る仕様が選択されるよう

にし、隣室に対して配慮を

求められた場合は、日本建

築学会から示されている

「各室許容騒音レベルの目

安J を参考に、各数値以下

となる仕様が選択される

ようにした。

九一一一一一人建具

¥打てこ二Z ピ0- 40

7 ア 前 室 】

一方、室内の響きに関して

は、社内で作成していた指

図2 各部位の遮音性能例

扉 上下階に対して図 2 のように性

能値を示した。住宅という限られた

空間であり、壁厚や供給できる部材

に限度があるため、各部位での遮音

性能に差が生じた。

一方、オーディオやホームシアター

などで重要視される室内の響き( 音

場) の程度の違いを、平均吸音率を

用いて表現した。響きを数値で示す

には、残響時間を用いるのが一般的

だが、住戸によって異なる室形状に

対応するには、計算の手聞がかかり、

数多くの物件をかかえる設計者では

対応が困難と考えられた。また、設

計図 に吸音材の割合を最終的に落と

し込む必要があり、それであれば、

最初から平均日及音率で表現した方が

わかりやすく、設計もしやすい。

4 種類の響きの程度から、使用用途

やお客様のイメージに合ったものを

提案、選択し、それぞれの平均吸音

率から吸音材の使用量を計算し、そ

の吸音材を分散的に配置する手法を

とっている。

- 性能選択手法

これらの仕様を、お客機一人ひとり

に宣言適な設計を行えるように選択し

てもらう方法を考えた。これまでの

問い合わせでは、使用場所、使用す

る楽器、使用時間帯、隣室への配慮

の有無、室内の響きのイメージを聞

き、仕様の提案を行っていたことか

ら、お客様に最低限この内容をヒア

リングしてもらうため、「ヒアリン

グシ ー ト」を作成した。このシート

の項目と敷地条件から、遮音の仕様

を決定し、楽器から音場の仕様を選

択するための「性能提案表( 遮音用・

音場周) J を作成した。

隣家に対しての遮音性能は、明確に

定められたものがなく、人のモラル

に任されているところが大きい。戸

建て住宅は、分譲地に建設すること

もあり、縁のない隣家とのトラブル

をできるだけ回避するためには、何

かしらの基準値が必要と考えた。

現在運用されている騒音関連の基準

値の中で、道路交通騒音等の環境騒

音の評価に用いられる環境基準の数

値を参考にすることにした。敷地境

標と楽器演奏をされてい

る人の意見を間きながらいくつかの

楽器を選ぴ、推奨仕様と許容仕様の

2種類が提案できるような表を作成

した。

このように作成した設計基準は社内

でマニュアルとして運用され、全国

の支后で設計が行われている。

神〈

マニュアルと併行して、音の性能は

直接体験していただくのが一番良い

ため、お客様には静岡の施設で体験

していただくことをお勧めしてい

る。

音楽室作製例

( 上: 静岡の展示場、下: 実験室)

. 今後の展開

当社住宅の設計にかかわる誰もが、

お客様の望む商品を提案できること

を目指して設計基準を作ったことに

より、設計提案の幅が広がり、客層

を広げることができた。その分、設

計者からも指摘を受けており、今後

フィードパックしていく予定だ。

現在は、主力商品である軽量鉄骨に

対してのみの展開であるが、更なる

客層の拡大を考え、木造や重量鉄骨

に関しでも展開できるように研究デ

ータを蓄積していき、より多くの人

が満足する音楽空間を提案できるよ

うにしたい。

目標としては、「音楽空間のある住

宅は積水ハウスJ というイメ ージを

全国に浸透させたい。
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の柱傾奈f 1l1元カ) / 新千単文化センター

/ 若車問I タワー住宅隙 G趨即日悦皮) /

都 ，'(11f Tテラス住宅陳 (ツインタワー ・パ

イルドラフト) / Kプロジェクト (低降

伏，江剣フ.レースを用いたml Jjz説草造)

・主謀学術論文

地日富山予副IJ と1聡足への取剥lみ特定のI由

2初Jに井jする 蹴 識附 I例，FI本日撚学

会 近 畿 支 部 研 究 報 告 会 / Colullln

Rock ing  Behavior of  Tradi t i onal  

Wo o den  Bui l di ngs  in J apan， 
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- 青年技術者のことば

構造設計者は、個々のプロジェク

トか・有する課題を解決しながら必

要な性能を創り込む技術渚である

と同時に、魅力的な空間の骨格を

創造する建築家でもある。設計行

為は、複雑な要素を単純化し、イ

ンテグレー卜する高度な作業であ

るが、技術者として合理性や論理

性ばかりを重んじると、完成した

建築は、「単純に洗練されたもの」

が「単調で退屈なものJ と受け取

られる紙一重の危険さを持ったも

のになってしまう。建築家として

の感性、数値化できない指標を兼

ね備えておくことが必要と恩う。

新千里文化センターにおいて、新

しい長大スバンスラブの設計手法

を提案 ・実践し、これまでにない

魅力的な無柱空間を実現させた。

理想とする構造設計者像に一歩近

づけたと自負している。今後も、

バランス感覚を持った技術者であ

り建築家となり、社会に良質な建

築を創り上げていきたい。

. すいせん者

赤松千州

竹中工務自大阪本庖設計部長

たわみを制御した段階的施工法による14mスパンスラブの構造

本プロジェクトは、公共性の高い施

設を併設し、様々な教室で構成され

た地域の憩いと交流の場として位置

付けられているカルチャーセンタ

である。 「将来予測される間取り変

更や設備機器更新に対し、高いフレ

キシピリティを確保することJ を満

足し、限られた予算の中で地域に愛

される開放的で魅力的な空間を実現

させることをテーマとし構造設計を

行った。

が可能である。しかし、大量のPC

に関する現場作業が必要となり、工

期- コストは増加する。

. 提案工法の基本的考え方

大敵であるたわみに対し、あえて「た

わみ( 特にクリープ) を初期に発生

させるj という逆転の発想でたわみ

を制御し、スラブを経済的に構築す

る新工法を考案し、実現させた。ク

リープの小さい八一フ PCa板に着目

し、 FR板を採用した。重量を低減

するため規格品よりかさ上げしたポ

イドを要求し、スラブ厚は薄く 380

だけなので、それまで支持していた

すべての荷重に対するクリープ変形

が一度に進展する。一方、新工法では、

第一F虫干皆として支保工の除荷を行い、

自重に対するクリープ変形の大部分を

進展させる。次に上層階のスラブコン

クリー卜打設時の自重を支持するため

の支保工を突き直した後、第二段階と

して最終的に支保工を撤去するが、こ

じt 時のクリ プ変形は仕上荷重、積載

荷重によるものだけとなる。すなわち、

クリ ーブ変形を早期に進展させること

により、仕上げ後のクリ ブ変形を小

さくできる。

旦恒J ! rrmと設定した。 [従来工法] I  [ 新工法]

次に、応力およびたわみの両方の問

題点を解決することができる Step1

" ' St ep4で構成される段階的施工法

を採用した。ポイントは、 St ep3で

ある。支保工を緩め、スラプを両端

ピンで構造的に成立させる。その状

態で 1週間ほど放置する。この支保

工を緩め、 1週間ほど放置する作業 一ーヲ子手- I  L. ニ? と込 クi プ

最下階に車路を有するパスターミナ を、以下では「除荷j と呼I丸 ト拍凶 I CJ "，. I 可申

ルを実現させるため、建物外周部と [St ep 1] [ Sぬp 2] スラプトップ 11. 廊 I 1  -'dAir  1  0部

内部コアだけに柱梁と耐震壁を集約 亡 口 百 f 初期もくり ，CON打設 @ 支保工存置期間短縮

|  辺ｾー ｟ v- 型枠'e 三. . - 主主事包

させた。架構形式は耐震壁を有する I  ｲ 同 三宇 ｾ ｲ z' -' -r r - 寸「ー千1 従来工法によると、一般に多層受けが

ラーメン構造であり、スラブは 14 m 11 支恒川 川 1 I川 |日 必要になり、上層のスラプ聾肝階

スパンの長大スパンスラプとした ｾ＠ "  .L ... ι 」 凶 品 .  .  ι」 の支保工に累積する傾向がある。

各階床面の梁腕極力なくすこと; こ F棚 上 に む く ら し 調 努 与 鰐 鶏 機、 一 方 、 新 工 法 で は 、 「 闘 を 行 い

より、床下のフレキシピリティを最 [St ep 3]  [ St ep 4] 各層で架構を構造的に成立させなが

大限に高め、将来の間仕切怯更や よて? て一川 川 : 鰐工ら積層するため、上層のスラブ重量

設備配管の更新に容易に対応できる 日t支 持 荷川 日↓ 惑星し引 が下階の支保工に累積しない。

ょう配慮した。また、天井懐寸法を L J l ! : : 1lJ Lll l 吋戸弓 lU よって、従来工法と新工法の工期を

小 さ く す る こ と に よ り 天 井 高 を 大 き 議 提 能 暫 忘 ン で 鱒 員 数 織122圭 比較すると、臨全体工期は若干増

く確保し、開放感のある外観と魅力い週間放置日 させる えるが、支保工を早期に撤去できる

ある内部の大空間を実現させtco ｟ＮｌｉＺＺＺＺｴｾＭＭｲＭ Ｂ ＭＧＭＢＢＢＧＢ＠ ，. I  tcめ、仕上げ開始時期は早めること

ー。 . 提案工法のメリット ー

ができる。

l 14. Om 112Jα n  1  14白n 1  

基準階構造伏図

- 構造設計趣旨

①スラブ端部応力低減

従来工法では、作用荷重すべてに対

し、両端固定となるため、スラブ端

部の応力が大きくなる。一方、新工

法では、後施工帯を設けることによ

り自重に対しては両端ピンで構造的

に成立させ、端部に生じる応力は仕

上荷重 ・積載街重に起因するものだ

けになる。スラプ端部およびスラプ

を支持する壁の応力は、従来工法の

3 5 %程度となり、スラブの厚み ・

壁厚鉄筋量を大幅に低減すること

ができる。

[従来工法]

. 従来工法の問題点

長大スパンスラブの設計において

は、応力 ・たわみ ・工程 ・コストと

いう大きく 4 つの問題が存在し、同

時には解決しづらい。例えば、八

フPCa板は、クリープ変形による長

期たわみは小さくできるが、スラブ

端部の大きな応力を処理するために

は、 450rrm程度の厚いスラブ厚およ

びスラブを支持する壁厚が必要とな

り、不経済である。 また、 PC鋼 線

を用いた現場打ちスラプは、スラブ

端部上端のPC銅線で大きな応力を

処理できるため、 400rrm程度の薄い 倒 土上げたわみ低減

スラブ厚および壁厚を実現すること 従来工法では、支保工の撤去は 1 回

[従来工法l

N+ 2階 目 1 1 1 11

N+1 階 11 1 1 1 11

N階 11 T  1  r  11 

多恩受けのため上層スラプ

箆畳がN階支保工に累積す

る

[新工法]

N+l 階 n

N階目…ー... . .11

支保工除荷を行い、各階

で構造的に成立するため、

上庖スラプ重量力、N階の

支保工に累概しない

- 検証

たわみ、スラプ主筋応力度および支

保工軸力の測定を行った。予測値は

実測値と良い対応にあることを確認

し、提案工法が妥当であることを検

証できた。徽密な構造計算、事前の

施工者との十分な協議、徹底した筋

工管理を行うことにより実現でき

た。
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ONF工法は、鉄骨柱脚を杭頭鋼管内

に挿入し、コンクリー卜を充填して

一体化する工法である。大口径杭に

よる 1柱 1杭とすることで杭本数お

よび残土量を削減するとともに、フ

ーチングと地中梁を省略することが

できるため、構造数量のみならず、

掘削数量を削減できる。また、杭工

事後直ちに鉄骨建て方が可能であ

り、工期の短縮も可能としている。

本工法の開発にあたって、想定され

る破壊モードに対しておのおの耐力

式を提案し、鋼材およびコンクリー

卜の非線形性を考慮したF E M解析に

より応力伝達機構の確認を行った。

解析による検討結果を受けて、耐震

性能を検証するための性能確認実験

を行い、荷重一変形関係の安定性と

耐力評価式の妥当性の確認を行っ

た。

実施設計の構造計算においては、杭

および地盤ぱねをモデル化し、上部

構造と 一体の立体モデルとして解析

を行った。本工法の採用により、大

幅な工期短縮と合理的な設計を行う

ことができた。

. ONF工法. 新技術の開発と適用

ショッピンク. センターの命題とも言

える口一コスト ・短工期対策とし

て、新技術の開発に携わり、上部構

造にはNE W- ONW工法( 大林ノンウ

エルド工法) 、基礎にはONF工法( 大

林ノンフーチング工法) を採用し、

実施設計に適用させた。

新技術の開発と実施設計への適用

本建物は、甲子園球場に隣媛した阪

神パーク跡地に建ち、約170の専門

広と大型庖舗を有するショッピンク.

センターである。専門! 苫棟の建物内

部は、中心| こ吹抜のあるモールが走

り、その要所には 3 層吹抜のコート

が配置されていて、デザイン性の高

い空間構成となっている。

構造部門

. NEW- ONW工法

ONW工法とは、溶接作業を極力少な

くした大林組独自の柱梁仕口工法

で、取り付く梁せいが同等であること

が条件であった。 NE W- ONW工法は、

端部八ンチの調整により梁せいをそ

ろえる必要を無くした改良工法であ

る。溶接作業を無くして高力ポル卜接

合による現場の組み立てとし、端部

ハンチにより主部材の梁断面を小さ

くすることで、製作工期 ・建て方工

期の短縮と鋼材量の低減を可能とし

た。

実施設計では、梁の剛性と端部の耐

力が見合うようにモデル化するため

に、工夫が必要であった。本工法の

採用により、工期短縮と経済的な鉄

骨数量を実現した。

- 全体構造計画

構造形式は鉄骨プレース構造とし、

様々なデザイン形状と吹抜による大

空間を実現した。高い階高に加え、

吹抜による中抜け構造となっていた

ため、柱を角形鋼管として剛性を確

保した。また、建屋がL字型の平面

形状であり、地中梁やプレース等の

耐震要素の配置により剛性のバラン

スの確保に努めた。

ららぽーと甲子園外観

よ し か っ

能 功

19741
1' 4月22日

2000年大阪大学大学院
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. 青年技術者のことぱ

環境負荷として大きなインパクト

を与える建設資材を低減する目的

で、また建設資材の高騰が続く昨

今において、省力化は大きなテー

マであると考える。その省力化を

実践するには、従来とは異なる新

しい技術の開発が重要であり、よ

り合理的なディテールや応力伝達

機構が必要となってくる。

今回特に注目した接合部ディテー

ルの工夫による作業の単純化 ・効

率化は、施工における品質の向上

という意味でも大きな役割を果た

す。今後は、実施後の各工法に対

する長所・短所のフィードパック

を活かして展開するとともに、さ

らなる省力化を実現するための新

たな技術の開発に取り組みたいと

考えている。

世の中の二一ズの中で、同j震性j

と「省力化」、これらは現代の重

要なキーワードとなっている。ま

た、長寿命化、耐久性などの要求

が強まるなか、安全でかつ魅力的

な空間を提供することは、構造設

計者の使命であると考える。これ

らのこーズに応えるには、これか

らも新しい技術の提案と開発を行

い、実現していくことが必要であ

る。そのためにも、今後さらなる

自己研鑓を重ね、技術力を身につ

けていきたいと考えている。

. すいせん者

藤田佳広

大林組本庖建築設計第六部部長

田
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T O N F工法 (大林ノンフーチンク工法)

柱・杭頭鋼管
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T N E W- O N W工法 (大林ノンウ 工ルド工法)

アンカーボルト

(ネ

変形

構造性能実験結果

ド

師

陣

他物件では、アンカーボルトを柱主

筋とし柱脚部の過密配筋を改善する

ことで省力化を狙ったスマ トペー

ス工法を採用した。本工法は鋳鋼等

の特殊材料でなく、一般的な材料を

用いることで価格を抑え、既製品と

同等以上の性能を確保した柱脚であ

る。

実施設計においては、開発部門と連

携を取って設計式を反映していっ

た。現場施工管理においては、新工

法であったため、施工手順の検討や

確認を十分に行いながら進めていっ

. スマー卜ベース工法

23  

工法の構成

アンカーボル

据え付けナットた。省力化により作業効率が向上し、

ト タルのコスト削減を実現した。
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せき や え い い ち

関 谷 英 一

ｾ年月 日 lI i:! 利49年 5 月 4 日

最終学歴 早稲EI:l 大学大学院

理工学 Ｑ￮ｊｦＧｾ，ｊＮＧｈ 修了

・米務総j長

2000年 (1*鴻池組入社

東京本応対煤;ml

2003年 菊江本l制捜設計部i

・11' ，日経歴

帝国データパンク来百0'<.1':1:ピル

lnl iJ JI J伽勝 因62
11' 蜘限改修工事

ｾｪ ｬｊ駅前地 Ｑ ＾＼Ｚ (再) 1街区住宅N棟

郡山女子大学付属同校面十時!次申告工事

部山 Ｑｭ 成 学 園本 ｦｩ ｬＧ ｦｩ 面ｾ ｾ 改修 工事

ひばり ヶEi'J.IJ.!南口地区地区計画

春日 怖li対話 4T 日計画

. 青年技術者のことば

1995年に発生した兵庫県南部地震

では、1980年以前に建設された既

存不適格建物の耐震安全性を向上

させる ことが急務とされた。 しか

し、 十数年経過した現在において

も 全 国 約12万 7 千棟の公立小中

学校施設のうち耐震性のない建物

の合計は全体の約3 8 %を占めてい

。

る

私は学生の頃より粘性系ダンJ'¥ー

を中心とした制振構造の研究 - 開

発に携わっている。粘性系ダンパー

は優れた性能を有するが、減衰力

が速度に依存するため設計が煩雑

となり、普及の妨げとなっている

ものと恩わ才し比較的容易な評価

方法か望まれる。

中低層RC造への耐震改修について

は、従来用いられている構造耐震

指標による静的評価にダンj てーを

組み込む評価が、制振補強の採用

につながるものと考えている。ま

た、各種ダンパーの性質を正しく

理解し、ダンパーを取 り付けた建

物の性能を適切に評価することを

重視し、制振構造の健全なる普及

に貢献したいと考えている。

. すいせん者

丸尾将文

鴻; 也組東京本庖建築設計部部長

粘弾性夕、ンパーブレースによる低層R C造校舎の耐震改修

福島県郡山市にある 4 階建てRC造

学校校舎について、粘弾性ダンパ

による耐震改修を行った。建物の使

い勝手などの建築主の要望や、構造

上のバランスに配慮した改修計画と

することに心がけた。

粘弾性ダンバーによる補強効果は比

較的容易な静的評価を用い、さらに

動的に検証した。

改修後 (南側)

- 粘弾性夕、ンj てーの概要

粘弾性ダンJ '¥ーの力学的性質は一般

的に速度、歪み、温度に依存する。

特に低温時においては、粘弾性体の

硬化に伴い ダンパー の負担する力が

上昇し、周辺部材に過大な応力 が発

生する恐れがあるため、リリー フ機

構を考案した。

一方のダンJ '¥一端部のボルト孔をル

ーズホールとし、大地震時には高力

ボルトが滑り 、摩療によるエネルギ

吸収機精となるため、設定以上の

応力 が発生しない仕組みである。

高力ボルト+ルーズホル

リリーフ機構

リリーフ機構付き粘弾性ダンパー

' ヘ 低温

高温

変形
高温

ｕ ｾ こ ＮＯ Ｑ (効果]

• - '  1  補 強周辺架備の損傷防止

低温 Le' ， |  加速度応答i宮大の抑制

ダンパーの履歴ループ

ダンパーの取り付け状況

il p T討苛配ひ

① ②  

. 既存建物と改修計画

補強建物は1962年に建設された 4

階建て RC造の学校校舎である。 現

地調査および耐震診断の結果、梁間

方向では耐震壁の偏在や、部分的に

脆性的な部材が存在したこともあ

り、構造耐震指標Is は0. 3程度と低

い値となった。耐震壁をバランス良

く増設し、偏心を改善する強度型の

繍強計画とした。

桁行方向のIsも 部 に 脆 性 部 材 が あ

ったため、 0. 3程度となった。脆性

部材を解消した上で粘弾性ダンパー

による制振補強とし、建物の剛性 -

耐力のみならず、減衰性能の向上を

図る補強計画とした。

・建築主の要望に対して

建築主より 、 建物東側 ＲｾＴ 階妻側

壁のコ ンクリー卜ブロ ックに施され

たレリー フの保存を要求された。 こ

れは学園の シンボル的存在である

が、貝殻等を貼り合わせてつくられ

ているため、老朽化に伴い工事振動

で剥落する恐れがあった。

この部分については耐震壁増設が困

難であ ったため、建物内部から鉄骨

プレースによる補強とし、鉄骨プレ

ース増設工事にあたっては、レリー

フ部に薄い透明の樹脂を吹き付け、

工事振動や地震時における落下防止

対策を図った。

改修後( 東側レリーフ部分)

. 補強効果の検証

粘弾性ダンパーの減衰力は速度に依

存するため、一般的に時刻歴応答解

析による評価が必要となるが、設計

が煩雑となる。そこで、既往の研究

で提案されている従来用いられてい

る静的な構造耐震指標Isl こ、ダンバ

ーの効果を取り入れた手法を採用 し

た。

階

4  

3  

2  

補強後

。
0. 7 

0. 0 0. 3 0 .6  0. 9 1. 2 1.5 1.8  

Is  

補強前後の構造耐震指標

動的な検証では、ダンパーを取り付

けた桁行方向について地震応答解析

を行った。補強後の最大応答層間変

形角については、地震波によらず

1/ 200を下回ることを確認した。

階

4  

3  

2  

o  1/2 0 0 1/ 1 0 0 3/200 1/50  1/4 0  

補強前 居間変形角 [rad.]

4  

3  

2  

1/200 1/ 1 0 0 3/2001/5 0  1/4 0  

補強後( 20' C) 居間変形角 [rad.]

補強前後の最大応答層間変形角

(入力は既往観測波400Gal 相当)

- おわりに

本改修計画における制振補強の採用

は、 般の方にもわかりやすい技術

提案を行うことに尽力し、建築主の

耐震安全性に対する高い意識も伴っ

て実現することができた。

また、本建物は、本年 5 月に発生し

た茨城県沖地震では震度 4 を記録し

たが、 現地に確認したところ、特に

被害は生じていないとの報告を受け

た。
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，ｾ，、く もとこう じ

福 本 晃 治

生年月日 1973年8月8 日

最終学歴 Ｑ ＹＹＹ ｾ ｆ 東京租 ｕ 科大学大学院

工朝 ￭ｽｾ 科修了

・業務経歴

1999年 側竹中工務応人ネi

ＲＰＰＰ 年大阪本 ｽｾｩ 設計部

2003年 名 古屋支庖設計部

・作品車王座

芦屋カンツリー倶楽部i別館

阪神西約問開発 IIJUJ

名宝ピル

鈴鹿サーキッ ト新グランドスタンド

岐阜弘明地区再開発

プロロジスパークセン トレア

愛知県産業 ｾ ｭ 動センター

オリックス名古屋郵i! 二丁目ピル

- 青年技術者のことば

一度つ くると決められた建築は、

竣工に向けて止めることのできな

い流れに乗ります。その中で、構

造設計は建築の安全性を確保する

ための重要な翼を担っています。

人類は分業により著しい発展を遂

げてきましたが、建築設計での設

計 ・構造 ・設備の三者の分業体制

の中で、もし自己完結的な構造設

計に回執すれば、流れに不整な渦

を生じ、良い建築の実現は難しく

なるでしょう。逆に、 E いの工夫

をうまくブレンドすることができ

れば、流れが良い方向へ進むこと

もあるはずです。

ここで紹介させていただいた 2つ

の作品は、構造設計こそが実現さ

せた建築であると豪語するつもり

は全 くありません。建築をつ くり

上げる一つの流れの中で、設言ド音、

施工者らがともに工夫と検討を重

ね、機々な問題解決を経た結果に

よるものにほかなり ません。

構造設計に対する法規制が厳しく

なった中で、「法律のための構造

設計J、あるいは「構造設計のた

めの構造設計J に陥つてはならな

いと私は考えています。建築づく

りの流れに良き方向性を与え、建

築の魅力と構造安全性の向上に少

しでも貢献できる構造設計者を目

指して、今後も努力していきたい

と思います。

. すいせん者

宿里勝信

竹中工務庖名古屋支活設計部部長

建築デザインと構造安全性

- 細い柱と太い柱一芦屋力

ンツリー倶楽部別館一

芦屋力ンツリー倶楽部別館は、ゴル

フ場のコンペルームとして増築され

た建物である。建物中央部でキール

トラスを組み、建物内部の柱を無く

すという基本計画の中で、周辺の自

然環境に対して開放的な空間にする

ために建物外周部の柱の寸法をいか

に細くできるかが諜題だった。

そこで、キールトラスを支える柱断

面を計画当初より大幅に増大させ、

屋根の全地震力を負担できる剛性

強度を与えた( 写真 2) 。一方で、

外周部の柱は主に鉛直力のみを支え

るものとし、柱断面サイズを 75m m

角まで縮小することができた( 写真

4  )。

これに伴い、地震時の外周部の層間

変形角が大きくなるため、屋根面の

面内変形を考慮した応力解析を行

い、水平プレースにより屋根面に十

分な剛性を与え、建物外周部におけ

る地震時の層間変形を 1 ハ50以下

に抑えた( 図， )。

キールトラスを支える柱に対して

は、上部の地震力の増幅を考慮し、

1. 6Gの水平力が作用しでも短期許容

応力度以内に収まるようにした。

・力を伝えるものと伝えな

いもの一鈴鹿サーキット

新グランドスタンド

世界的にも知られる鈴鹿サーキ ット

の顔となる観客スタンドである。建

物の断面構成は、観客席の段床を備

えた下部構造と屋内観客席となる上

部構造とに分かれる。この上部の屋

内観客席は、レシングコ ス全体

を最高の眺望で見渡せることが最大

の条件として求められた。したがっ

て、観客席の前面を覆うガラスc w

部分に、主架構となる柱を立てずに、

上部から屋根と床を吊り 下げる構造

形式とした。

吊材は屋根と床の重量を屋外から吊

り下げる重要な構造要素となってい

るため、耐久性、防錆性能、疲労強

度の面で非常に優れるポリエチレン

被覆ストラ ンドケ プルを採用した

(写真 7) 。ケーブルには余裕のある

安全率を確保し、地震時の上下動に

対しでも十分に安全性カ匂産保される

ように言受計した。

この建物では吊材を平面的にも斜め

に配置しており、屋根面には常時面

内力が作用している。かつ、ガラス

c wでの地震時層間変形角を抑える

ためにも、屋根の水平プレースの配

置を十分に検討して設計を行った。

吊構造を採用した結果、屋根や床先

端の上下変位が大きくなり、 上下動

写真 1 芦屋カンツリー 写真 2 1000x2200の柱 写真 3 キールトラス

倶楽部別館

図1 地震時の屋根の変形状況 写真 4 建物内観

写真5 鈴鹿サーキット新グランドスタンド 写真 6 屋内観客席からの眺望

図2 構造架栂パース 写真 7 ケーブルの設置状況
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写真 8 C W方立のローラー支承 図3 屋根の跳ね出し大梁のたわみ増分

によるガラス力一テンウオールの破

損が問題となる。そこで、ガラスを

支持する方立に余分な力を伝えない

ようにするため、ローラー支承を計

画 し た ( 写真 8 ) 0  1  Gの上下動を

仮定し、方立に圧縮力が作用しない

ように、梁が下がる方向への可動量

をより大きく設定した。

施工段階においてはガラスC Wなど

の施工精度を確保するため、施工途

中の荷重状態や建方の進行状態を考

慮し、竣工時までの屋根跳ね出し大

梁のたわみ増分を解析予測した( 図

3 )。

予測l値 (C W取合点)

. 多様化と画一化の狭間で

構造安全上重要な部分を強くするこ

とにより、建築デザイン上重要な部

分の構造架構を必要最小限とすると

いう手法が、上記 2 例に共通する。

構造に強弱をつけることで、建築の

可能性はより広がるのではないかと

思う。

今、建築に対する要求が多様化する

一方で、法規制j の強化により 、ある

意味での画化が進んでいる。この

多様化と画一化の狭間で、いかに新

たな可能性を見出すことができるか

が今後の課題である。

25 



しており、地震力に対する安全性を

検討する際に、地震力の安全性に対

する影響力T風圧力や積雪荷重に比べ

て小さい場合の判断や、その場合の

時刻歴応答解析に代わる応答評価法

として委員会の成果が運用される予

定である。

時刻歴応答解析によらない大スパン

構造物の応答評価法に関する研究

は、これまでに理論的 ・解析的に数

多く実施されているが、実務の構造

設計にて適用・運用された例は私の

知る限り存在しない。実際に施工さ

れた構造物に非常に近いモデルを対

象として、応答評価法の信頼性と適

用範囲を高いレベルで確認したこと

が、性能評価業務での運用を可能に

した原動力の一つであると考えられ

る。

(例題 2)

立体トラス屋根を有する骨組膜精造

600 

(例題 2 ): I  ニグ
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図 5 応カの比較
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下部情造 R C造

(例題， )  

円筒形屋根を有する骨粗膜構造

; |!??1: 戸:

日: け----(:::

30 

本研究は、制日本膜構造協会の時刻

歴応答解析代替計算法委員会( 主

査 . 東京工業大学・竹内徹准教授)

の活動の環として実施された。私

はこの委員会に参画し、適用例題の

実施を担当した。

膜構造協会は2007年 3 月より建築

基準法に基づく性能評価業務を開始

答評価が得られ( 図 6 、7 ) 、 ド

ム状の膜構造物に対しでも概略の応

答評価が可能であることが示され

た。

以上の結果から、等価な静的荷重を

用いた地震応答評価法によって、膜

椅造物の地震時応答を、既往の詳細

な応答評価法と同程度の精確さで、

かつ簡便に評価可能であることが明

らかになった。

O  

等価な静的荷重 (m m)

図 6 変位の比較

- 適用例題の実施

。

図 2
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円筒形屋根を有する膜構造物への適

用( 例題， ) では、屋根架構の鉛直

方向変位、膜支持鉄骨の曲げモー メ

ン トともに、応答スペク トル法と非

常によく一致した結果が得られ( 図

4 、 5 ) 、円筒形屋根を有する膜構

造物への適用性が確認された。また、

立体トラスを屋根架橋とする膜構造

物への適用 (例題 2) では、応答ス

ペク トル;去に比べて若干危険側の評

価となったものの、十分な精度の応

i主) 竹内徹、小河利行、空間構造の応答性状

と制震 ー免震妓術の応用、 2005年度目

本建築学会大会( 近畿) 精造部門 ( シェ

ル 空間構造) 1I ネルディス力ツシヨン

資料、体育館公共ホールの地震被害と

耐震改修、 pp. 28-39、2005年 9 月ほか

したがって、構造設計の実務上は両

者の中間とも言う べき簡便で、なお

かつ大スパン構造の振動特性を反映

した応答評価法が有用であると考え

られる。

これに対して、竹内らは、高次モ ー

ドも含めて水平 ・鉛直方向の応答を

包絡する等価加速度を設定し、これ

に基づいて大スパン構造の地震の応

答を評価する手法を提案している泊。

ここでは、竹内らの地震応答評価法

(以下では等価な静的荷重を用いた

地震応答評価法と呼ぶ。 図， ) を、

実施工物件を模した骨組膜構造物

(図 2 、 3 ) に適用し、応答ス ペク

トル法による地震応答評価を併せて

実施し、両者の結果の比較から、 精

度と適用範囲を検討した。

膜構造物等の大スパン構造は、地震

などの災害時には防災拠点としての

機能が期待される。よって、地震力

は 般に支配荷重とはならないもの

の、地震に対する安全性をある程度

精確に評価する必要がある。現行の

建築基準法の範囲内では、膜構造物

の耐震性能は許容応力度等計算また

は時刻歴応答解析によって確認され

る。

前者の方法は簡易であるが、地震力

が層に作用するせん断力として表さ

れる。大スパン構造物の屋根面には、

地震時に鉛直方向の振動が生 じるこ

とが知られており、水平方向の静的

荷重のみによる応答評価は危険側の

評価となる可能性がある。

後者の方法は詳細かつ精確な評価が

得られるが、体育館程度の地震応答

評価法としては煩雑であり 、支配荷

重 とはならない荷重に対する応答評

価法としては現実的ではない。

- 大スパン構造の地震応答

評価法の提案

. 精度と適用範囲の検討

- 青年技術者のことば

今年に入ってから 2 度の国内での

大規模地震と、中国四川での地震、

数年前の耐震強度偽装問題等によ

り、建築物の槍造的強度に対する

世間の意識・関心力、高まってきて

いると感じています。 これらの情

報、報道に触れるにつけ、建築物

の構造的性能の、特に日本では耐

震性能の、確保の重要性を痛感せ

ざるを得ません。

学生時代から膜構造、空間構造を

対象に研究活動を行ってきたた

め、地震にかかわるテーマに携わ

る機会が少なく、構造の専門家の

端くれとして研究成果の社会への

貢献度に対して問題意識を持って

いました。今回、縁あって膜構造

の地震応答評価に関するテーマを

得て、一定の成果をあげることが

できたことを嬉しく恩います。本

研究の成果が、膜構造の耐震性能

評価、耐震性能向上の一助となれ

ば、これに勝る喜びはありません。

この研究をまとめるにあたり、ご

協力と助言を賜りました東京工業

大学竹内准教授をはじめ、膜構造

協会時刻歴応答解析代替計算法委

員会のメ ンバーの方々に、この場

をお借りしてお礼申し上げます。

. 業廃

2003fF 太陽u 細 入社

空間デザインカンパニー西日本空liU設計

訪日こ配属。)j焔時制却の設計に従事

炉主要な担当物件

・ 愛 ・地 球博 Ｏ ｪｾ 見る 山 Ｚ構造設計、製

行平北百|

・愛 ・地正知事/ グローバル・ループ日除

けテント・製作設計

2005年 研究開発本部骨掛市移切庁に

当日!.ffi必

炉主要な砂防E開発テーマ

. 1'¥'11'的荷重をJ 1 J いた朕締造物の地震応

答iW. 刊U

.  ＱＧｩｉ Ｇ ｾｊＮ 王タ イプエアビーム桃造の開 司 Ｂ

. 抗Ui' a-I支援ソフトウェアの開発l

! 975f joll 月21日

2003年京都大学大学院工学

(I}f?' l ; 字以滋間ー専攻防士後JUJ

説松修了

聞すいせん者

山際高典

太陽工業研究開発本部長

じゅん
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ご と う よ し ひ と

後 藤 祥 仁

生年月 [1 1974年 1月l El

最終学1ft Ji 忘都大学大学院工学研究科

環総地球工学糊 修 士f，u制ま了

業 )蕊 Ｑ ＹＹＹｾ 附 ｾｅ ｉｾ 殺計に人材

{位制B設計部切iJiil

・主なft!，'，'I，幸1り1置

- アクセスピル

・広島F鎚 大学lil l捌 1

.  Jjt : 者紛前')ji糊 IIliiil戊応

' NH K新徳ぬ放送会館

. 坂111回生病院

Ｍ舵た 大当ｦＧｾ 年木 ｪ 政 Ｚホー ｊ レ ・ 第 二 ・ 第三

淵 搬

- 兵Jil l医療大学

・九州労災病院0 ] 設中)

・エルセラー ンホテル ( 建設中)

- 青年技術者のことば

建築設備に求められる機能性快

適性はさまざまであり、建築主と

良好にコミュ二ケーシヨンを図る

ことにより、その要望を的確に捉

え、さらには建築主自身が気づい

ていない潜在的な要望まで掘り出

していくことカ曜築設備技術者に

求められている。

さらに、地球環境時代を迎えた今

日では、機能性・快適性の確保と

省エネルギー・省資源による環境

への配慮をバランスよく両立する

ことが求められるようになり、建

築設備技術者は、より一層の社会

的責任を担うことを求められる立

場となった。建物の運用に伴う設

備工ネルギーは、建物のライフサ

イクルエネルギーの大半を 占める

ことから、建物の魅力と機能性を

長〈維持し続けられるよう、ライ

フサイクル的視点に立った計画を

提案していく必要がある。

これらの課題に対して最適な提案

が行えるように、これからも経

験 ・技術の研績に励み、建築設備

設計を通して社会に貢献していき

たいと考えている。

. すいせん者

堀 川 晋

日建設計設備設計部長

放送センターにおける機能性・省エネルギー性・将来更新性への配慮

f NHK新徳島放送会館J は、旧放送

会館の老朽化や狭陪化と、 デジタル

放送の開始に伴う放送機器の更新に

合わせ、徳島駅前に近接した位置に

新築されたものである。

本施設における設備技術者としての

具体的取り組みを紹介する。

. インフラ途絶時のスケ

ジ‘ユール分析による設備

シーケンス

NHKは災害対策基本法に定める非常

災害時の指定公共機関であり、放送

会館は非常災害時でも放送機能を確

保する必要がある。

大地震時におけるインフラ( 商用電

力・水道・ガス) の供給途絶時を想

定し、それぞれの状況下においても

放送機能が維持できるよう設備シス

テムの計画について検討した。

8，000  

6，000 

4 ，000 

2，000 

0  

- 高発熱施設における自然工

ネルギーの冷房への活用

放送セ ン夕 、スタ ジオ等は、機器

発熱が大きく空調負荷全体のおよそ

6 0 %を占めており、使用時間も長い

ため、年聞を通じて大きな冷房負荷

が生じることとなる。そのため、自

然エネルギーを有効に利用し環境負

荷の低減を図ることが重要である。

本施設では具体的手法として、外気

冷房に対応可能な空調機の採用、ク

ールチュープによる外気の予冷・予

熱、通信鉄壌を利用した自然換気・

2階バルコニー壁画緑化

1  2  3  4  5  6  7  8  9  10  11 12  I1'1J  

鉄培を利用した自然換気システム

力

冷水

給水( 冷却

1吾補給水)

1日目

1週間

2 日目 3 回目 4 日目

ナイトパージ、西日負荷の低減をは

かる壁面緑化などを採用した。

・放送機能の停止を必要と

しない設備機器のリプレ

イス計画

スタジオ ・放送セ ンターなどは放送

機能を休止することができないた

め、運用したまま設備機器の故障対

応、将来の設備機器更新対応が不可

欠である。そのため、スタ ジオ等の

重要室系統に対しては、空調機を複

数台分割設置とし、屋外機置き場に

は熱源機器の更新用リプレイスメン

トスペースを確保した。

また、将来のレイアウト変更へのフ

レキシピリティを確保することは、

建物のロングライフ化の観点から重

要である。そのため、 2 階事務室で

は床吹き出し空調方式を採用し、 3  

階放送センターでは天井チャンパ一

方式を採用した。

屋外機用リプレイスメントスペース

5 日目

インフラ( 電力・水道・ガス) 途絶時における設備シーケンス

27 
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寺 井 千 佳

生年月日 1973:11"  5月4 日

最終学JA 1996年同志社大学工学部機

械工学科卒業

・業歴及び作品経歴

1996年 (倒 l併1111おf入社

1999年 みなと翌日舵ωnm'.!t

2000年 島本町営住宅

2001年ベルライフケアク リニック

2002:11" 特別養護老人ホ ーム ヴェル

ティ八戸ノ堕

200451"  柴島，j!{.7l<場総合管在地u

淡路市御済庁舎

2005年 Green24新千里桃山台動物病

院

2006年 追 手門学院小学校四1111

2007年神戸市新高校プロポーザル

当;jij 、同基本・矧官Y ti:ti.

2008年 (制!日和殿計退J餓 ( 7月)

- 青年技術者のことぱ

気づけ| 詣量備設計の世界にどっぷ

り10年。学生時代に内燃機関の

ゼミに所属していたこともあり、

多少環境について考えることも

あったが、 10年後にこれほど世

界中で環境問題が議論され、 一般

市民にも“ 工コ" の意識が浸透す

るとは考えていなかった。

方、愚近様々な建築物を見てい

ると、デザイン性と機能性の融合

が目につく。そのような中でこの

柴島浄水場総合管理棟の設計にか

かわり、じっくり環境について考

えることができた。意匠矯造・

設備が一体となって、デザイン性

と機能性のバランスのとれた建物

が竣工するに至ったことは、非常

に感慨深い。

設備機器の進歩はめまぐるしく、

これからもさらに進歩していくで

あろう。今後は、それらの機器を

デザインと融合させながら有効に

活用し、環境負荷を抑えた建物を

設計していくことが課題であり、

楽しみでもある。

私が技術者という立場で10年後、

20年後にどこまでいきつくこと

ができるのかわからないが、前向

きに挑戦していきたい。

. すいせん者

谷口勝則

昭和設計都市- 建築本部

設備設計部部長

柴島浄水場総合管理棟における機械設備計画

本施設は、浄水場構内に分散されて

いた各管理施設を統合 元化する

ために計画された。そのことにより、

基幹施設としての耐震化をはじめ、

事務所機能、災害対策機能を併設し

ている。また、配水池上部という特

異な場所に計画されたため、計画上

様々な制約があった。

そのような中で、下記の点をコンセ

プ卜として掲げ、基本設計 ・実施設

計に取り組んだ。

①市の施設としての積極的な省エネ

手法の採用

②防災拠点施設としての配慮

③容易な制御、メンテナンス性

- クールピットの採用

計画当初、配水池の上部であること

から躯体ピット内の空気が一定であ

ることが想定された。しかし、設計

時に配管廊内で実測すると、冬季は

外気温度より低くなり、ウォームピ

ットとして利用するには懸念があっ

た。よって、冬季は外気をクールピ

ットを通さずに屋上より直接取り込

むようモータ ダンパにて切り替

えができるように変更した。

クールピット利用時の外気は中庭か

ら取り込まれ、躯体ピットに設けた

人通孔を通ってメインダクトへ導か

れている。計算上は延長が長い方が

冷却効果が大きいことから、人通孔

の位置を構造上可能な限り梁の両サ

イドにE い違いに割り振るなどして

考慮している。

. テラコッタj レーJ ¥ーからの

外気取り込み

ルーバー取り付け概略図

| 夏季最高外気温度 35. 1"C  (DB)I  

= 人 過 孔{φ5 0 0)

一一 室買の流れ

= 軍側エリア

区司西倒エリア

医宮司 冒廊エリア

0 0 鎗寛揖 (450φ )

- 配水池上部に

建設することへ

の配慮

クールピットによる温度効果検討

給水計画においては、

配水池を受水槽とし、

加圧ポンプ方式をとっ

ている。ポンプ一次側

に緊急遮断弁を設け、

震災時に建物内で配管

中庭北面に設置しているテラコッタ

ルーパーに散水を行い、その気化熱

により冷却された外気を取り込むよ

う計画している。ただし、ルーパー

を通過した外気の湿度が高くなり、

機器に対して悪影響を及ぼすのでは

ないかとの懸念があり、全熱交換器

は耐湿型の機器を採用した。

・室外機への散水設備

が損傷した場合でも、配水池の水が

流出しないよう考慮した。

医歪霊盟

応急給水用ポンプ

本施設は空; 令ヒートポンプエアコン

にて空調を行っており、室外機は屋

上に集約設置している。そのため、

夏季には外気との熱交換において相

当な熱負荷が発生する。室外機周囲

温度力高くなると機器の効率が悪く

なることや、自己保持のため運転を

止めてしまうことが考えられ、ラン

ニングコストの増加にもつながる。

そのため、室外機に水噴霧装置を取

り付けた。

- ヒートリカバリーの採用

排熱の有効利用ということで、冬季

は3 階にある電気室の排熱は、直上

階となる屋上に設置している室外機

に向けて吹いている。なお、夏季は

電気室の外壁から直接排気するよう

切り替えを行っている。

ヒートリカバリーイメージ図

. 緑化

外構及び屋上緑化をはじめ、壁面緑

化パネルを設置している。散水に関

しては自動潅水設備を設け、維持管

理の省力化を図っている。

壁画緑化

排水計画においては万ーのことを考

慮し、配水池直上部( 躯体ピット内)

に配管を敷設できないという制約が

あった。よってトイレなどの水田 1)

は配水池に付随する配管廊上部に集

約し、 1階に設けられている手洗い

などの雑排水は配管用コンクリート

ピットをピット内に設け、対応した。

- 防災拠点施設としての対応

本施設は重要な制御機器を設置して

おり、空調により機器発熱に対応し

ている。そのため、災害時の空調の

復旧は重要である。空調熱源につい

て電気、ガスで検討を行った結果、

地震などの災害が起こった場合、復

旧が早いことや将来的に 2 回線受電

を行う計画があったため、安価で安

定した電力供給が期待できる電気を

採用した。ただし、給湯及びガス器

具用には都市ガスを引き込んでい

る。これは敷地内に地区ガパナを兼

ねた中圧ガパナがあり、市内系統と

本施設系統の低圧系統をわけること

により、災害時の本施設への復旧が

早まるような対応が可能であったた

めである。

・更新への対応

建築躯体の寿命と設備機器・配管の

寿命には大きな差があり、設備更新

は避けられない。給排水メイン管に

ついては、配管更新が容易にできる

よう PSの予備スペースを見込んだ。

また、建物の水質試験室への配管は

系統が多い上、更新も頻繁に行われ

るとのことで、隣室の空調機械室か

ら配管の更新が行えるよう考慮し

た。



室の空調用取り入れ外気の予; 令 - 予

熱を行う。

・ダブルスキンの実測結果

ダブルスキン内の、 1Fしからの高さ

ＰｾＷｭ までの Ｑ m間隔| こ、データ

ロガを設置して計測を行った。実

測値は、晴天日であった 1 月18日

の終日のデーターを抽出し、採用し

た。ダブルスキン内の温度は、深夜

の外気温度平均が2.0

0

C に対し、内

部温度の平均は6f c
o

1 日平均外

気温度4.8

0

C に対し、内部温度の平

均は15.6

0

Cであった。また、日射の

影響により内部温度が上昇していく

とともに、上昇した空気が室内に取

り入れられている状況が確認でき

た。ダブルスキン内の最高温度は、

1  F L +  5 m地点が最も高く、 51. 1

0

C

であった。

これらの結果から、冬期のダブルス

キンの断熱効果及び、内部空気の暖

房利用が確認できた( 図 4)。

・クール/ヒートチューブの実測結果

外気取り入れ口及び、図書室空調機

械室内の外気取り入れ口の 2 力所に

データ一口ガを設置し、 1 月17日

ｾＲＷ 日までの測定を行った。実測

期間内における空調停止時のク ル

/ ヒートチューブ内の平均温度は9. 9

℃で、ほぽ一定に近い状態を示した。

空調機運転中のクール/ ヒートチユ

プ内の出 口平均温度は7.6

0

C、外

気の平均温度は5.0

0

Cであり、平均

2.6

0

Cの上昇が認められた。クール/

ヒートチューブによる熱取得によ

り、外気負荷を8.9 %削減できるこ

とが確認できた( 図5 ) 。

の 検 証「省エネ効果」「環境配慮、型施設」・「省工ネ」手法の提案と

なお、警察署の井水利用により、

45t - C0
2
/年の削減が可能である。

以上の手法を採用したことにより、

PAL値( 年間熱負荷係数) 及びCEC/

A C '  V '  L値( エネルギー消費係数)

は図 1 に示す値となった。

- 室内環境実測と省エネ効

果の検証

. r 環境配慮型施設」・「省

エネ」手法の提案

京都の「清水寺」の近くで、 用途の

違う 2 つの施設( 重量察署と家庭支援

総合センター) を建設する計画であ

る。京都は「地球温暖化防止に係る

議定書」の発祥の地であることから、

「環境配慮J r省エネJ 手法等につい

て十分な検討を行い、実施設計に取

り入れた。

園負荷低減の配慮

環境への配慮 ・省エネを検討する上

で、最も重要なのが「負荷低減」で

あると考える。建物のっくり方、工

夫を行うとともに、設備技術 ・シス

テムなどを組み合わせることでも十

分な「負荷低減」が図れる。

採用した手法は、①施設を東西軸配

置として空調負荷を削減②外壁 ・屋

根の高断熱化③庇 ・面格子による直

達日射の削減④ぺアガラスの採用。

・高効率設備システムの採用

設備機器類については、高効率機器

を採用し、省エネに配慮するととも

に、温室効果ガスの排出を抑制する

システムとする必要がある。

主な手法は、①全熱交換器による排

熱回収②エアコン、全熱交換器の集

中管理③ポンプ、個別式空調機、昇

降機のインバーター帥胞節水性衛

生器具の採用。

・自然エネルギーの利用

自然エネルギーを積極的に活用し、

省エネに配慮する計画とした。

主な手法は、①雨水の屋外散水 ・打

ち水への利用②井水の雑用水( 便所

洗浄水) への利用③太陽光および風

力発電付き外灯の採用。

300 

設{ 蔵部門

篠山市民センターは環境配慮型建築

への取り組みとして、ダブルスキン、

自然通風、クールl ヒートチューブ、

ビオトープ、雨水利用、氷蓄熱空調

など数種の省エネルギーシステムを

導入している( 図 2 ) 。

・ダブルスキンの概要

2層吹抜の空間を持つアトリウム南

面に、フロートガラスによりダブル

スキン( 外側 8 mm+ 空気層8 0 0 mm

+ 内側 6 mm) を構成し、上下のモ

ーターダン/i ーにより外気の取り入

れ、排出が可能な構造とし、以下の

ような制御を行った。

①「夏期 ・中間期の制御」

ダブルスキン内の温度が外気温より

高くなった場合、上下のモーターダ

ンパーを聞き、自然換気により内部

空気を外部に排出し内部温度上昇の

抑制を行う( 図 3 )。

②「冬期の制御j

ダブルスキン内の温度が室温より高

い場合、ダブルスキン内の空気を、

集熱ファンを用いて室内に取り入れ

暖房に利用する。室温より低い場合

はダブルスキンを密閉し、ペアガラ

スの断熱性能を高める制御をした。

・クール/ヒートチューブの概要

地中 1.2ml こ、硬質塩化ピ二ル管

( VU500 申) を約5 0 m埋設し、図書

か ず て る

一 輝

8月5 日生まれ

大阪府立東住 吉工業ー高等学校

設仙工締 if卒

Ｑ ＹＹ Ｑ Ｑ Ｑ ｾ＠ V馴 I封1I娼E築事務所入社

・主な作品

Ｑ ＹＹＷ Ｑ Ｑ ｾ＠ K K Rホテルびわこ

Ｑ ＹＹＸ 年 波 ｴｾｬｵｲ メイプル パ ー ク

2000年 阿T柵 1消防本部

2001年 篠山市民センター

2003年 国立新病院 (凶版収)

200451" ゅうあいホスピタル

2005年阿南響楽器庁舎

ＲＰ Ｐ Ｖ 年後藤 間 ｩｾｩ ｲＮ 閑吟士

2007年京都府家庭支援総合センター

及 び 糊i和巨111符察45庁舎
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- 青年技術者のことば

1997年「京都議定書」が議決さ

れてから、 はや 10年。21世紀は「環

境の世紀J と呼ばれ、建築物の設

計においても環境配慮 ・環境共生

を強く 求められて います。

京都議定書における、 「温室効果

ガス の削減」目標は、2008年~

201 2年の 5 年の期間で、1990年

と比較して、 5 %の削減となって

いますが、減少しているどころか、

年々増加しています。

設計においても「環境配慮J は頭

にあり ますが、コスト ・プランな

ど、 現実的に難しい ところがあり

ました。近年においては、「環境j

に対 し、世界的- 社会的問題と し

て大き く取り上げられ、「環境へ

の配慮J r省工ネへの配慮J は当

然の責務です。

日本の建築関係におけるCO
2
排出

量の割合は非常に多 く、 建築設備

計画によ り 「環境j へ与える影響

は大きいものがあります。設備技

術渚 と して、微力ではあ りますが、

これま での経験を生か し、「地球

環境問題に」取り組んでいきたい

と思います。

さ とう

佐 藤

1972#;  

1991年

11 

9  

7  

届5

唄 3

-3 

17 

図 2

篠山市民センターに導入した

省エネルギーシステム

. すいせん者

弓崎幸治

東畑建築事務所理事 ・部長

29 
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2004年 1月

一ークーl レチューブ出口 ー 外気温

クール/ ヒートチューブの実測結果図5ダブルスキン内の温度制御図 3
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2002i f  • [ロイヤルアーク餓見タ ワー1
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再開発 (3街区l ]

. 発蕊論文

中ぬ・玉I弓F・沿井01!f米 : 1多段拡後場所打

ちコンクリート i布。:法にl刻する研究そ

の3 ・捌出し訓資J 2007年度 日本建

築学会大会 (光州) 学術削淑蜘品

- 青年技術者のことば

幼い頃から「ものづくり j が好き

な理由で建築の道を志し、社会に

出て 10年目を迎えました。まだ

自分の未熟さを感じる日勺が続き

ますが、今回の技術開発を通じて

地球環境にやさしい空間創造に貢

献できたと考えています。

私の建築人生を、剣道を通じて学

んだ「守・破離J という教えに

あてはめた場合、感性を高め、諸

先輩方のものづくりにかける心と

技を学ぷ「守J の段階から、諸先

輩方の教えに自分固有の心と技

( 開発改善) を創造する「破」の

段階ヘ移り変わろうとしているよ

うに感じます 。今 後は ￭ ｾ を成

熟させ、自らの心と技を確立させ

る「離」の段階へ進めるよう、さ

らなる研鎖を積んでいきたいと考

えます。

同時に、人の気持ちゃ意見を謙虚

に受け止め、ともに働く仲間とベ

クトルを合わせる心を持って、目

標達成に向けて自らの仕事に真剣

に取り組んでいきたいと思いま

す。こうした姿勢で「ものづくりJ

を続けることが、お客様に喜ばれ、

さらに社会に貢献できる仕事に繋

がるものと考えています。

. すいせん者

高畑顛信

竹中工務広大阪本庖技術部長

高拡底率多段拡径杭の開発とプロジ、工クトへの適用

建物の高層化に伴い基礎に大きな荷

重が作用する場合、連続地下壁杭工

法に替わるものとして、多段拡径場

所打ち コンクリー卜杭( 以下、多段

拡径杭) 工法( 図 1 ) が考えられる。

本工法は通常の場所打ち杭に比べ、

中間拡径部と呼ぶ円錐状の節部直下

の支持地盤が大きな抵抗力を発揮す

ることで、より大きな荷重を支持す

ることができる。

地球環境負荷低減が叫ばれる社会的

背景の中、本工法の適用性を拡大す

るため高強度コンクリートを採用す

ることで、軸部の径を細くした高拡

底率多段拡径杭は建設副産物排出量

や基礎工事期間の削減に繋がる。

そこで、筆者は多段拡径杭の標準

化・高度化をねらいとして「自社機

械による工法評定取得を目指した高

拡底率多段拡径杭の開発J に取り組

んだ。

図1 開発の流れ

- 開発課題と解決方策

開発における課題として、①杭体コ

ンクリ 卜の構造安全性検討②高拡

底率を可能とする新しい掘削機械の

開発③各種性能試験による施工法の

確立が抽出された。これらの諜題を

解決するため、特に筆者が主担当と

なり課題解決にあたった課題②と③

について詳細を報告する。

課題②高拡底率を可能とする新しい

掘削機械の開発

従来のアースドリル工法にはない日

本最大の拡底率5.2の場所打ち杭を

実現するため、新たな掘削パケット

の開発が必要であった。高拡底率杭

の特徴として、杭体が軸部から傾斜

する面の高さが非常に大きいことか

ら、 一度に中間拡径部( 鉱底部) を

掘削する方法は機械高さ 重量が大

きくなりすぎるため、困難であった。

そこで、筆者は傾斜面を複数回に分

けて掘削できるコンパク卜な掘削機

械に着目した。

新たに開発した掘削パケットを図 2

の上段に示す。課題解決の繰り返し

から、① 1 台で中間拡径部と拡底部

の両方の掘削を兼用できる掘削パケ

図2 開発した掘削機械

ツ卜②複数回 に分けて掘削する傾斜

面を形状確保させるための施工管理

装置( 図 2 の下段) の開発に繋がっ

た。なお、本管理装置は掘削機操作

室内に搭載され、オペレータは杭形

状の計画値と掘削状況をリアルタイ

ムに確認できることから、施工精度

の高い掘削機械を実現できた。

課題倒主能試験による施工法の確立

高拡底率杭の特徴として軸部から張

り出す距離が非常に大きいため、中

間拡径部および拡底部における①形

状確保②スライム管理③コンクリ

ト品質の確認が課題であった。その

ため、原位置での実大施工試験とし

て掘削試験と掘り出し調査により確

認を行うこととした。形状確保につ

いては安定液管理に細心の注意を払

った。また、中間拡径部におけるス

ライム管理については開発した掘削

パケットに取り 付けたス クレーパー

により傾斜部に溜まったスライムを

落とし、スライムクリーナーでスラ

イムを吸い込み、電気比抵抗を用い

た測定器にてスライムの有無を確認

する対策法

とした。

掘削完了時

の杭の超音 4  

波孔壁測定 明 C 閏U

結果を図 3 屋 川船 111

に示す。測 ( m) 8 ハ 山川

定 結 果 よ 10 

り、軸部径、

中間拡径部

径および拡 マ14h;

底部径とも と

計画寸法を 図3 孔壁測定結果

満たしてい

ることを確認した。

試験杭は削孔後、鉄筋かごを建て込

み、コンクリー卜を打設した。コン

クリートは設計基準強度60N/酬の

高強度コンクリー卜である。従来工

法にはない高強度コンクリ トを使

用するため、コ ンクリ ー卜の流動

性・充填性不良という、杭にとって

致命的な不具合発生が懸念された。

そこで①模型実験による充填性 ・流

動性確認②L フ口 試験によるコン

クリートの流動性確認を行い、施工

法に対する検討を繰り返し、積み重

ねていった。

試験杭のコア被き供試体について実

"  施した圧縮強度試験結果を図 4 に示

す。試験杭の圧縮強度はいずれも設

計基準強度を上回ること、外周まで

健全なコンクリー卜が打設されてい

ることを確認した。

以上より本工法の施工法及び施工管

理法の妥当性を確認し、施工法を確

立できた。

図4 コア供試体の圧縮強度試験結果

・プ口ジ‘工ク卜への適用

2007年 2 月に糊日本

建築センターの工法評

定を取得したことによ

り、施工面では通常の

建築確認の手続きを行

うだけで同工法を採用

することが可能となっ

た。このことから、連

続地下壁杭工法などに (b)  Aピル

比べ、建設副産物排出

量や基礎工事期間を大

幅に削減することがで

きるようになった。

図 5 の(a) は施工に用い 図5

る橋真台柱として、( b Xc) は本設杭と

して本工法を適用したものである。

・開発の成果と今後の展望

①日 本最大の拡底率を可能とする新

しい掘削機械を開発②性能試験を実

施し、開発E 去の施工法を確立母糊日

本建築センターから工法評定を取得。

本開発により得られたこれらの成果

を超高層建築物に適用した結果、通

常の拡底杭の 1.3倍 (4000tf) 以上

の長期許容支持力を確保し、連続地

下壁杭工法に比べ、掘削量を減らし

建設副産物の削減および工期の短縮

の実現に貢献できた。

今後、超高層建物の基礎のひとつと

して展開を図るとともに、環境負荷

の大幅な低減をメリッ卜| こ、様々な

プロジェクトに提案していく所存で

ある。



資料

第46- . ，54回

青年技術者

顕彰者

- 第 1- 45固までの背年建築家お

よび青年技術者顕彰者一覧は、

「建築と社会J 2000年12月号と『日

本建築協会80年史 j に収録。

・職場は顕彰当時のもの。

回・年 | 部門 |  顕彰者( 所属等)

46回 | 設計 ・計画| 柴山直子( 柴山建築研究所) 、大倉克仁( 環境開発研究所) 、小谷陽次郎( 日建設計) 、福原和則( 鹿

1999年 I I島建設) 、渡辺 猛( 佐藤総合計画) 、今野直史( 東畑建築事務所) 、居内章夫( 徳岡昌克建築設計事

務所) 、荒井康昭( 鹿島建設) 、井上孝成( 安井建築設計事務所) 、井下仁史( 佐藤総合計画) 、藤森久

司( 昭和設計)

構造 | 小西厚夫旧建設計) 、神 田義人 (戸田建設) 、柿田芳久 ( 鴻池組)

設備 l 小倉良友旧建設計)

施工 1)1 1口英樹( 藤木工務庖) 、水口浩一 ( 大成建設) 、具志 勉( 鹿島建設)

47回 | 設計 - 計画| 橋岡佳令( 環境開発研究所) 、高山淳ニ( 竹中工務后) 、鶴田 潤( 竹中工務庖) 、藤田 寛( 東畑建築

2000年 I I事務所) 、勝山太郎 ( 日建設計) 、黒川|宗範 ( 大林組) 、平井浩之( 大成建設) 、大平滋彦( 竹中工務庖) 、

東条善彦( 大建設計) 、小林広英( 昭和設計) 、飯田英二( 徳岡昌克建築設計事務所) 、栗原 章( 熊谷

組) 、所千夏( 安井建築設計事務所)

構造 1島野幸弘( 竹中工務庖) 、新居 勉( 大林組) 、山本健二( 日建設計)

設備 | 高野恭輔( 日建設計) 、井守紀昭( 大林組) 、永田久子( 東畑建築事務所)

施工 |山辻直樹 ( 大成建設) 、日野晴之( 竹中工務庖) 、小高茂央( 鹿島建設) 、大西信明( 藤木工務庖)

その他 | 細野久幸( 安井建築設計事務所)

48回 | 設 計 ・計画| 小原行央旧建設計) 、荒井庸行( 大林組) 、三村大介( 三村建築環境設計事務所) 、三谷直樹( 東畑建

2001年 I築事務所) 、笠原恒孝( 鹿島建設) 、安藤雅敏( 大林組) 、河合哲夫( 竹中工務庖) 、吉生 寛( 日建設

計)、 上羽一輝( 東畑建築事務所)

構造 | 浅井 純( 鴻池組) 、中島康宏( 鹿島建設) 、永野康行( 竹中工務庖) 、大住和正( 大林組) 、岩橋 司( 竹

中工務庖)

設備 | 高橋直樹( 日建設計) 、野中康司 (竹中工務后) 、中山 保( 大林組) 、天雲伸一( 竹中工務広)

施工 |池阪哲哉( 大成建設) 、岡橋 稔( 竹中工務庖)

49回 | 設計 ・計画| 岸田雅彦( 昭和設計) 、竹田陽介( 竹中工務庖) 、有田 博( 竹中工務庖) 、小川薫子( 川崎清+ 環境

2002年 I I建築研究所) 、 安岡寛治( 東畑建築事務所) 、塚田豊男 ( 鹿島建設) 、古療浩史( 昭和設計) 、 田中公康( 日

建設計) 、竹馬 聡( 佐藤総合計画) 、河野和久( 東畑建築事務所) 、寺西敦敏( 安井建築設計事務所) 、

加賀尾和紀( 鴻池組)

構造 | 鈴木直幹( 竹中工務庖) 、中塚光一( 大林組) 、尾上清治( 安井建築設計事務所) 、岩佐裕一( 鴻池組)

設備 | 牛尾智秋旧建設計) 、瀬川 淳( 竹中工務広) 、山下哲司( 安井建築設計事務所) 、井上雄二( 竹中工

務自)

施工 |今井 敬( 竹中工務庖) 、佐野匡史( 大成建設) 、古場覚司( 竹中工務庖)

その他 | 大西良広( 松村組)

50回 | 設 計 ・計画| 小南嘉久( 竹中工務庖) 、津熊直人( 大林組) 、水谷考治( 竹中工務庖) 、大西宏治( 大林組) 、中村篤

2003年 I史( 安井建築設計事務所) 、垣田博之( 竹中工務庖) 、喜多主税( 日建設計) 、山羽ひとみ( 竹中工務庖) 、

驚藤篤史( 京都大学大学院)

構造 | 諸星雅彦( 清水建設) 、佐分利和宏( 竹中工務庖) 、福本義之( 大林組) 、嘉村武浩( 日建設計)

設備 |寺西泰裕 ( 竹中工務庖) 、鮎合 剛( 大林組) 、小稲克也( 日建設計)

施工 |野正 明( 鹿島建設) 、河合栄作( 竹中工務后) 、藤井秀治( 竹中工務広)

51回 | 設計 ・計画| 水方秀也( 竹中工務j苫) 、太田成彦( 昭和設計上田鍋 稔( 鹿島建設) 、小幡剛也( 竹中工務庖) 、島

2004年 I 国太郎( 日建設計) 、楠 敦士( 安井建築設計事務所) 、須藤貴司( 東畑建築事務所) 、渡辺多加夫( 昭

和設計) 、荻野恵悟( 昭和設計) 、八尋浩平( 東畑建築事務所) 、寺谷啓史( 竹中工務庖) 、水谷俊博( 佐

藤総合計画) 、井上弘一( 佐藤総合計画)

構造 |安 野 郷 ( 鴻池組) 、石原清孝( 竹中工務庖) 、横山 満( 日建設計) 、古島正博( 大林組) 、西村章( 竹

中工務后)

設備 |山野上和志 ( 鹿島建設) 、津村晋; 欠( 日建設計) 、横山喜宜 ( 竹中工務后) 、土田武司 ( 清水建設)

施工 | 安田辰夫( 大林組)

52回 | 設 計 ・計画| 池内 匠( 清水建設) 、大平直子( 鹿島建設) 、脇宗一郎( 安井建築設計事務所) 、永井務( 竹中工

2005年 I I務后) 、加藤裕策( 昭和設計) 、鞠野淳司( 竹中工務庖) 、高木耕一( 東畑建築事務所) 、東本光尚( 昭

和設計) 、牧 圭亮( 佐藤総合計画) 、永田敦士( 東畑建築事務所) 、内藤洋志( 清水建設) 、柿本忠則( 竹

中工務広) 、吉岡英一( 竹中工務広) 、恵本涼太郎( 日建設計)

構造 | 桑島由美子( 桃李舎) 、薄井祥晃( 竹中工務庖) 、片岡弘行( 鴻池組) 、中村吉秀( 大林組) 、加登美喜

子 旧建設計)

設備 |中西剛行( 昭和設計) 、佐勺木尚( 安井建築設計事務所) 、春増 崇( 徳岡昌克建築設計事務所) 、長

南裕一( 東畑建築事務所) 、水出喜太郎旧建設計)

施工 |中馬宏明( 鹿島建設) 、入江真吾( 大林組)

53回 | 設 計 計画| 黒川賢一( 竹中工務庖) 、須賀定邦( 竹中工務庖) 、森雅章( 安井建築設計事務所) 、松森織江( 東畑

2006年 建 築 事 務 所 ) 、 平 岡 健 太 郎 ( 竹 中 工 務 后 ) 、 木 村 達 也 ( 昭 和 設 計 ) 、 中 島 上( 日建設計)

構造 |大高秀一( 大林組) 、志摩好宣( 鴻池組) 、 田中秀人( 竹中工務庖) 、石出一郎( 竹中工務庖) 、小松慎

二 ( 日建設計)

設備 | 高橋純大( 竹中工務庖) 、梅村俊輔旧建設計)

施工 | 吉良圭史( 鹿島建設) 、武田 浩( 竹中工務庖)

54回 | 設 計 ・計画| 土屋真一( 竹中工務庖) 、近藤 務( 日建設計) 、小柳英治( 東畑建築事務所) 、大崎太郎( 竹中工務広) 、

2007年 I I岩田真樹( 東畑建築事務所) 、古谷隆祥( 昭和設計) 、小林浩明 ( 竹中工務后)

構造 |北山宏貴 ( 大林組) 、秦泉寺稔子旧建設計) 、宮久保秀樹( 鴻池組) 、 田中 智( 安井建築設計事務所) 、

前川元伸( 竹中工務庖)

設備 |山崎将吾 (竹中工務庖) 、中村佳明旧建設計) 、水野俊輔( 竹中工務庖)

施工 |山本和弘( 大林組)

その他 | 道勇直記( 安井建築設計事務所) 、三好光行( 竹中工務庖)
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E- デ、ィフェンス

藤本成人

兵庫県県土警備部住宅建築局建築指導課主査

2005年 4 月から、兵庫県三木市にある 三

木総合防災公閣の中に、世界最大の三次元実

大震動破嬢実験施設である E- ディフェンス

が開設され、今後の建築物椛造関係規定に関

係するような研究が行われている。

本稿では当施設を紹介する。

I  Eーディフェンスとは

1995年、阪神- 淡路大震災ではビル、木

造家屋、 橋、道路、港湾など多くの構造物が

未曾有の被害を受けた。これを契機に、今ま

での構造物の両様性の評価方法を見直す必要

が認識され、その方向性のーっとして構造物

の破域過程を調べることの重要性が広く認識

された。 しかし、既存の施設にはそのための

データを取得する性能がないため、それを達

成するだけの十分な性能を有した新たな施設

が必要であった。このため建設された実験施

設が実大三次元震動破壊実験施設 ( E ディ

フェンス) である。

E- ディフェンスは、その名前から実大 ・

三 次元 • Ml 擦というキーワードで特徴づけら

れ、 実物大の構造物J を破壊させるために必要

な性能を有している。E - ディフェンスを運

営 ・管理している( 独) 防災科学技術研究所

兵庫町情工学研究センターにおいては、 「大

地震から 構造物被害軽減にL功、に貢献する

か」を目指すために研究が進められている。

! これまでの主な研究

E - ディフェンスにおいては、橋梁、地盤

の研究などとともに、建染物に関する実験が

多数割泡されている。

主なものとしては、

・旧耐震主踏の木造建禦物を 2棟移築し、 l  

棟は市慣補強を劃 ｾｊ ｩＡｩした比較実験

・伝制蒋法木造住宅に関する実験

• 3層R C学校校舎の震動破爆実験

• 6階建R C建物の震i l U民験

・鉄骨建物完全崩壊再現実験

・長周期地震動を受ける高層建物の震動実験

などを矧芭してL、る。

実験の詳細については兵庫市: 既工学研究セ

ンターのHP (http: / /www. bosai. go・jp/hyogo/

index. html) で公開されている。

l 兵庫県共同研究

東南海 ・南海地震で発生すると指摘されて

いる長周期地震動に対する減災対策を進める

ため、兵庫県は防災科学技術研究所と共同で、

E ーディフ ェンスにおいて高層建築物の高層

|溜の状況を再現した震動実験を劉泡した。長

周期地震動を受けた高層建築物の高層階で

は、 地表面で震度 5強程度の地震であっても、

共振により採れが地|隔して大きく椛れること

がわかっている。

実験により、家具等の11到到による人命損傷

の可能性が明らかとなり、家具等の固定対策

の重要性が改めて認識された。実J験の詳細は

上記のH Pや兵庫県のHP で公開している。

l 酬 割 弱 応 鵠 険 度 判 定 期 訓 練

震動実験とは直接関係しないが、兵庫県で

は、上記の共同研究で使用した吉郎験体を使い、

被災建築物応急危険度判定士の判定能力を向

上させるため、 実地訓練を実施した。被災建

築物応急危険度判定制度は、大地震で被災し

た建築物の危険性を応急に判定し、所有者ら

に建築物の危険性を周知することにより、余

震に よる二次災害を|坊ぐことを目的としてい

る。

判定を円滑に行うためには判定士の判定能

力を向上させる必要があるが、判定訓練を行

う建物が無いことが諜題であ った。このため、

実験に使った試験体を使って判定実地訓練を

行ったもので、ある 。

訓練に参加した判定士からは、非木造建築

物の判定を体験でき、 非常に良かった と好評

を得た。

l おわりに

E - ディフェンスは世界に言寄ることができ

る施設であり、この施設での研究 ・実験によ

り、鐙築構造物等の安全 ・安心がさ らに進む

ととが期待さ れる。

また建知支郁捕、行政関係者にとって、実

物大の建築物が地震により壊れる状況を見学

する機会は非常に貴重であるから、公開実験

の際は、ぜひとも見学されることをお勧めす

る。

( ふじもと なりひと)

E- テイフェ ンス全景

震動台の諸元

23励台の大きさ 2001X 15m 

最大搭 .1抵抗:iifi 1200tol1 f  

1J1I 振方向 水平2方向 垂直方向

最大1Jf1述! 良= 900cm/5'  1500cm/5'  

最大述度 200c01/5 70cm/s 

l註大変位 :t lOOcm :t 50c01 

高層建築物実験状況

兵庫県共同研究状況
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実建物における連結

制振構法の効果の検証

井川 望

事骨鴻池組技術研究所主任研究員、惇士 ( 工学)

振動性状の異なる隣接する建物を、エネル

ギー l吸収能力の高い部材で述結し互いの振動

を制御する連絡制振は、 地震に対して効果的

な梢法で、ある。

今1fi: 1、隣接する 4 棟の建物をオイルダンパ

ーで連結した事務所ビルの解体にあたり、連

結制振の効果の確認を行うために実建物での

振動実験を行った。

l 建物概要 ・実験概要

実験を行った建物 ( 写真 1 、図 1 、表 ，)  

は大阪市中央区にあり、 9 - 12階の 4棟か

らなる事務所ビルである。1995年の兵庫県

南部地震( 大阪で震度Wを記録) 後に耐震改

修が行われ、棟問に 19個のオイルダンパー

(写真 2 ) が設置された。ダンパーのエネル

ギー|吸収により耐震性能を向上させ、また、

建物同士の衝突を防いで、いる 。

実験対象は121階建てのA棟と 9階建てのB

械とし、急速開放油圧ジャ ッキ( 最大荷重

1800kN)  3 台を 9 階床レベルの建物聞に設

置し、 抑 し広げた後、急速に|徐荷し、建物を

l由振動させた。夕、ンノ Tーの取り付けられた

状態( 以下、 「ダンパーあり J) と取り外した

状態( 以下、 「ダンパーなしJ) で実験を行い、

実験結果をよじ絞することにより、ダンパーの

効果を確認した。

l 実験結果

ダンパーありとなしについて、 加力方向の

おｾ 間 変位 Ｈ ａ 棟 ＱＰ 階床、 ｂ 私自 屋上床 レベ ｪ レＩ、

B棟屋上加速度を図 2 に示す。棟間変位は、

ジャッキ除荷H寺が最大であり、その後、振動

を繰り返しながら減衰している。ダンパーな

しと比べタe ンパーありの場合、振11席が早く減

哀しているととが分かる。

加速度は、除荷直後に瞬間的に増大し、や

や矧司郊j の波が現れ、その後、固有周期と忠、

われる周期で振動している。ダンパーありの

場合の最大方[ 腿度は、 u寺聞とともに小 さくな

34  建援と社会 ・2∞8.9

写真 1 建物外観

Ci 車

図1 建物配置図

表 1 建物概要

伊悶圃

日

町、 露草詰E -R

t 噛.
写真 2 ダンパー取り付け状況

り、除荷後 2 秒付近でダンパーなしの40%

程度に低減されている。A棟はB棟に比べれ

ば低減効果は小 さいが、 60%程度に 低減さ

れている。加速度波形より求めた減哀定数は、

B;f'，j! ダンパーなしで 9 %がダンパーありで13

%に、 Aおuにおいても 4 %が 5 %に;増大して

L 、る。BおRは、 A株に比べ延べ床面積が半分

程度であり 、重量も軽く、ダンパーの効果が

よく現れたものと思われる。

l 実験結果の検証

『限改修11寺に u寺刻歴解析が行われている。

この11寺の解析モデルをもとに、実L捻結果につ

いて数値解析を行った。今回の! 押収7は実lS免責す

象の 2株の加力方向について、まず、ダンパ

ーなしの状態でのIgl i ' ; t 庁を行い、建物剛性を調

整し、次に、ダンパーを速度に比例 した減衰

力で評価し、 !f(，.rJyを行った。ダンパーありの

自制f結果を実b対占果とともに図 3 に示す。加

速度に見られる除荷後の長田司期成分の波は表

現できていないが、 Ilff.析結果は実験結果とよ

く一致しているものと思われる。
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(b)  B棟屋上加速度

図2 実験結果
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図3 解析結果と実験結果の比較

( ダンパーあり)

l おわりに

被数の建物をダンパーで述結した事務所ビ

ルで強制振動実験を行い、実建物に よる連結

制振構法の制振効果が確認された。また、解

析結果ともよく 一致し、設計法の妥当性が検

証された。

なお、乙の建物 ｊ では恥ｉＱｊｦ改修後、 地 震観ｾｊｬｩ ｬ

を行っており、多くの記録が得られている。

今回の実験結果をもとに地震時のタ' ンパーの

効果についても検討を行い、ダンパーで迷結ー

することにより、同協性能を向上させていた

ことが確認できた。

また、建物に設置されていたオイルダンパ

ーの一部を回収し、出荷H寺と同じ条件で性能

確認を行い、出荷H寺と同等の性能を有してい

ることを確認した。

実建物での振動実験、 地震観測などにより、

連結制振桃法の有効性が ｾＧ￳ ド認された 。 今後も、

連結制振桃法を新築、同協改修など様々な建

物に適用していきたい。

Ｈｾ、かわのぞむＩ
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砂改定講習会「コンクリート充填

鋼管構造設計施工指針」

日本建築学会では1997年 10月に 『コ ンクリ

ー ト充填鋼管桝造設計施工指針』を刊行した。

諸般の指針は本構造の最新研究の紹介で、あっ

たが、改定指針ーでは併せて具体的な設計法を

規定しており、大幅な改定となっている 。

本講習会では、改定執筆担当者が本指針の内

容について説明を行う 。

期 日 ( 東 京 ) 10月 1 日 ( 水) ( 定員: 240名)

( 大阪) 10月 3 日( 金) ( 定員: 80名)

会 場 ( 東 京 ) 建 築 会 館 ホ ー ル

東京都港区芝5-26-20

(大|駒 大 阪 科 学 技 術セ ンタ - 4 F

大阪市西区靭本町1-8-4

申 込( 東京) 日本建築学会

T E L  03-3456-2057 

( 大阪) 日本建築学会近 畿支部

T E L  06-6443-0538 

参加賀 会 員11，000円、その他 についてはホ

ームページ参照。

http: //www. ai j . or. j p/j pn/CPD/  

* 参加費を支払いの上、必要事項を明記した

参加 申込所を添えて申し込む。電話不可。

砂コ口一光と追憶の変奏曲

真珠の女

ジャン= パテイスト カミーユ・コロー

1858- 68年ルーブル美術館

フ ラ ン ス の 画 家 カ ミ ー ユ ・ コ ロ ー

(1796-1875) の作 品 は 位 界 中 の芸 術 家 や美

術愛好家たちを魅了してきたにもかかわら

ず、意外にもコローを中心にすえた本絡的な

展覧会は我が国はもちろん、海外においても

稀にしか開催されていない。

本展では、ルーヴル美術館所蔵作品の中から

“ コローのモナリザ" と称さ れ る 『真珠の女l

詩的風景画の代表作 『モントフォンテーヌの

想い出l 、最晩年の傑作 『青い服の婦人j な

ど30余点が 出品される 。

会期 ＲＰＰＸ 年 Ｙ 月 ＱＳ 日仕斗 ｾ ＱＲ 月 Ｗ 日Ｈ日Ｉ

9  :  30- 17  :  00 月IIl l! 日休館

会 場 神戸市立博物館

神戸市中央区京町24

料 金 一般 1，500円、高大生1，100円、

小中生600円

問合せ読売新聞大| 坂本社文化 事 業 部 ( 担

当: 吉岡) T EL. 06-6881-7184 

公式サイ ト http: //corot2008. jp/ 

招待券は 日本建築協会 ( TEL06-6946-6981) ヘ。

砂シャガール展色彩の詩人

会期 ＲＰＰＸ 年 Ｙ 月 Ｖ 日Ｈ土 Ｉ ｾ ＱＰ 月 ＱＵ 日Ｈ水 Ｉ

10時- 18時 9 月22日、 10月14日休館

会 場 兵 庫 県 立 美 術 館

神戸市中央区脇浜海岸通1-1-1

料 金 一般 1，300円、高大生900円、

小中生500円

主な出品 : i二つの顔を持つ花嫁J i青い翼の

振り子H弱l " J i タルムード学者J i衡の上でJi 家

の前の自画像J i音楽J

.  
'  .  

.  
• I  

タムルード学者 1922 ( 1923) 年 個 人 蔵

⑥A D A G P， Pari s &  S P D A， Tokyo， 2008 

招待券は日本建築協会 ( TEL06-6946-6981) ヘ。

特別展「佐伯祐三展- パリで夫

逝した天才画家の道- J

佐伯祐三 (1898-1928) がパリに没して今年

で80年を迎える 。堅牢な建物が並ぶパリの街

角や近郊の美しい村落を重厚な色彩と激しい

筆致で表現し、情熱のなかに郷愁をふくんだ

作品を描いた佐伯の作品は今日もなお人々の

心を魅了してやまない。本展では、レ ・ジェ ・

ド・ノエルや郵便配達夫などを含む110点の

作品を展示する 。

建築と社会 ・2∞8.9 35 



会 WI 2008年 9 月 9 日( 火) - 10FI19日( 日)

9  :  30- 17 :  00 

9m 6F1、22日、29FI

10)-1  6 卜|、14日 休 館

ｾ＠ Jti 大阪市立美術館 ( 天王寺公困|勾)

大阪市天王寺区茶臼Ll 11- 82

料 金 一般1，200円、高大生900l
T
I

問合 せ 大 阪市立美術館

TEL. 06-6771- 4874 

ｉｾｉｉｾｉ 予 定Ｈ予定Ｉ Ｏ 佐伯祐 三 作品Ｚれ ＱＱ 彩、業

打li 約110).':¥、佐伯ゆかり の画家た

ち 約油彩 15点

口佐伯付i三 : Ｑ ＸＹＸ 年大阪府西成 ｾＢｉｉ tl
津 村

ＨＮｊｊｾ・大阪市北区中津Ｉの光徳寺に生まれ

る。大阪府立北野中学校( 現 - 府立北野高

等 学 校 ) に 通 う か た わ ら 、 赤 総 麟 作

(1878- 1953) の予ほどきを受け、 - * 京) き

術学校( 現 ・東京主主術大学) では藤j斗武二

の指導を受ける 。1924年にパリに波り、フ

ォーヴイスムの画家ヴラマンク (1876-

1958) を訪ねて新しい表現に| 刻版 し、さら

にユ トリロの 影響も受けながら 独自 の ｾＨｪ ￭

風を l確立した。 - 11寺帰国の 後 再 波仏し、

1928年パリにて短い生涯を閉じる 。

招待 券は ｼ 二 ｼ木 正ｾ築協会 ＨｔｅｌＰＶＭＶＹＴＶＭＶＹＸＱＩ へ 。

郵便配達夫

1928年

大阪市立近代美術館建設準備室蔵

砂大阪市立美術館にて

「大阪市立近代美術館コレクシ

ョン、その誕生と成長一モテεイ

リア一二、ローランサンから今

井俊満、パスキアーまで- J

Jl p'キ1158年、 市制100周年記念事業として 近代

美 術館をえｾ 設することを決め、 Ｑｉ ｩＧＺｪ利 ＶＲ 年、大

阪i !i 総合計画審議会で、 中之島 4 丁目 の大阪

大学跡地に悠仙する文化ゾー ンの中心施設と

f立iUづける 。

同58午、大|仮の実業家山本務次郎氏収集の佐

36 

伯祐三作品、近代洋画作品、: 足踏など600点

が寄贈される。その他l!昨入をすを合め現在4000

点を J也える 。

本展では、寄贈作品を "-1心{ こ主要作品約70J 去

を展示し、四半世紀にわたる収集の歩みと蓄

般を紹介する。

会期、 休館目 、| 湖館時間は、上記の「佐伯祐

三)RJ に/ 1関ずる 。

料金は一般300円、高大生200円。

ただし、同11寺開催の佐伯祐三展の縦覧県があ

れば無料。

腰掛ける少女

ジュール・ パスキン 1925年

大阪市立近代美術館建段準備室蔵

砂〔初公開〕モスクワ市近代美術館所蔵

青春のロシア・アヴアンギャルド

シャガールからマレーヴ‘ィチまで、

農夫、スーパーナチュラリス'ム カジミールマレーヴィチ 1920年初頭

本展では、モスクワ市近代美術館所蔵作品か

ら、ロシア ・アヴァンギャルドを中心とした

作品により、 20世紀初頭のダイナミックなロ

シア美術の流れとその微力を採る 。

会 期 2∞8
i
l三9 月25日( 木)- 11月 3 日( 月)

10: 30- 17  :  30 Ｑ Ａｬ ｾ休

会 場 サ ン トリーミ ュージア ム 〔天保 111)

大阪市港区海岸通1- 5- 10

料 金 大 人1，000円、高大生700円、

小中生500円

〔主な出品作家〕

ワシーリー ・カンディンスキー、ナターリ

ヤ ゴ「ンチャローヴァ、マ j レク ・シャガ ーj レ、

ニコ・ピロスマニ

招待券は日本建築協会 (TEL06-6946-6981) へ。

砂「建築する音V O1. 3- .ミクロコスモス」

アートの表現形態の多織化に伴L、アートと鑑

賞者を媒介するギャラリーも今新しいあり方

を模索しなければならな L 、。 その新しい方向

性を見出すために、アーテイス ト藤本由紀夫

と建築家、そしてアートコートギャラリーが

共同で実験的プロジェクト 『建築する音j を

行っている。今年で 3 回目になる 今回は、 「建

築する 音vol.3ーミクロ コスモス (小宇宙) J  

と題し 六日間にわた って空間・人 - 作品が同

等な構成要素として相互作用を促すユニーク

な装置を、 I熊本由紀夫と建築家たちが、さま

ざまなバリエーションで展開する。

会 期 2008年 9 月19日( 金) ・20日(土)

(19日) 19 :  00- 21  :  00 

(20日) 15 :  30- 18 ・30

会 場 アートコートギャラリー

大阪市北区天wiij 続1-8-5

OA Pアー トコート 1F

問合せ アー トコ ー トギ ャラ リー

(大場・消沢) TEL. 06-6354-5444  

砂特集展示「新発見! なにわの

考古学2008J

本展では、平野区瓜破北辿跡で見つか った約

2万8 千年前の旧石様、阿倍野区阿倍野筋北

遺跡、で多量に見つかった中生の卒指婆、大阪

城玉造口の調査で見つかった鉄砲玉のほか、

天王寺区創11工谷追跡で見つかった奈良時代の

和l間間五rのパ リ銭な ど約350点を紹介する。

会 期 2008年 8月27日( 水)- 10月27日(月)

9  : 30- 17: 00 火眼目休館

会 場 大 阪歴史陣物館 8 階特集展示室

大|波市中央区大手前4-1- 32

料 金 大人600円、高大生400円

招待券は日本建築協会 (TEL06-6946-6981) へ。



砂式年遷宮と匠の技の継承

伊勢神宮において平成25年に行われる20年

に一度の式年選宮を前に、式年選宮の意味や

連綿と受け継がれてきた匠の技について解説

をする 。 また、講演内容に闘ｾした映像を同

H寺上映する 。

日 H寺 2008年10月 4 日( 土)

14:  00- 16 :  30 

会 場 兵 庫県立美術館 ミュージアムホール

神戸市中央区脇浜海岸通1-1 - 1

入場料 ｩ Ａｬ ｾ料 ( 先着250名)

演 題 「式年遷宮と匠の技の継承J

講 師 河合真剣J ( 神宮司!廊広報室広報謀長)

宇 津 野 金 彦 ( 神宮式年造営j藤造営音11

技師)

司 会 太 田 邦 夫 ( 東洋 大 学 も の っ く り 大

学名誉教授)

問 合 せ 竹 中 大 工 道具館事務局

TEL. 078-242-0216  

砂ダニ・カラヴ‘ァン展

本展は、テル ・アヴィヴ美術館( イスラエル)

とマルティン ・グロピウス・パウ( ドイツ)

の協力のもとに企画される国際巡回展であ

る。カラヴァン自らが会場デザインを手がけ、

|立界初公開となる初期の油彩画や挿絵、壁画

や1 J J f - 台美術の資料等を展示する 。

会 期 2008年 9月2 日(火) - 10月21 日( 火)

10 :  00- 18  :  00 )=111程日休館

会 場 世田谷美術館

東京都世田谷区砧公園1-2

TEL. 03- 3415-6011  

料 金 一般1，000円、高大生、 65歳以上800円

はじめに 1998年一2000年

霧島7 ートの森 (鹿児島県)

小中生500円

ロダ ニ カラヴァン 1930年にイスラエル

にと ｴ まれ た彼は、 比 類ない ［ｊｾ 校の環境彫刻を

手がけてきた希有な芸術家として| 立界的に名

を知られている 。カラヴァンの H木への関心

は非常に高く、札幌芸術の森( 北海道札幌市) 、

霧島アートの森( 鹿児島県霧島市) 、室生山

上公園芸術の森( 奈良県室生市) など国内に

恒久設置された作品も少なくな L 、。

m待券は日本建築協会 (TEL06-6946-6981) へ。

砂展覧会「口ヘリオ・サルモナ

の建築一場の詩学- J

日本で初めて開催される展覧会である 。本展

はコロンビア鐙築家協会が中心とな って企

画・製作したもので、オリジナルのスケッチ

や模型、写真、映像など、約130点の資料で

ロへリオ・サルモナ( 1929-2007) の長年

にわたる業績を紹介する 。

会 WI 2008年 9)=18 日( 丹) - 11 )=121 1:: 1  ( 金)

10時- 17時 土 日 祝 休 館

会 場 大 成 建 設 ギ ャ ラ リー ・タイセイ

東京都新宿区西新宿1-25- 1

新宿センタービル17階

料 金 無料

問 合 せ 大 成 建 設 ギ ャラリー ・タイセイ (掬

TEL. 03- 5381- 5010  

ロへリオ・サルモナ コロンビア共和国で活

躍し、南米の近代建築を牽ヲ| した代表的な建

築家である 。彼の作 l毘1は、コロンビア共和国

の土地 に根ざし、その気候や地形を生かし、

その地の人間の暮らしを考えたもので、パテ

ィオや小径を利用した榊成は、さまざまな種

類の煉瓦を多用した端正なフォルムとあいま

って、深みのある空間を作り山している 。

砂 特 別 展 示 麻 田 浩 展

洋画家・麻 田浩は1931年 京都 に 生 ま れ た。

父・兄ともに日本画家という家系であった。

同志社大学経済学部 在学 中に洋画を 学び、

197If l三に波仏し、 11年にオコたりパリにアトリ

エを桝えた麻田は、ヨーロ ッパの古典絵画か

ら決定的ともいえる影響を受け、写実表現を

もとに宗教的な精神性を込めた独自の画} ! Elを

確立した。帰国後、京都市立芸術大学教授と

して後進の指導にあたる 一方、画面の精神性

を一層{ i ) f き手澄ませていった。

19971: 1三、アトリエで自らの命を絶って10年を

迎えた昨年、京都国立近代美術館で大規設な

回顧展が開催された。本展は、後期の作品を

中心に油彩約35点、版画約15点ほか貴重な資

料を類を加え、麻田浩という画家がその生涯

追及した絵画世界を探る 。

会 期1 2008年 7月19日(土) - 10月131:: 1(J=I)  

会 場 東 京 オ ペ ラ シ テ ィ ア ー ト ギ ャ ラ リ ー

[4F ギャ ラリー3、4)

11 :  00- 19  :  00 月| 曜日休館

入場料 一般1，000円、大・高生800円、

1:1" ・小生600円

問合せ 東京オペラシティアートギャラリー

広報: 吉田 ・堀

TEL. 03-5353-0756 

砂 『伐- 木を伐る技』展

人は古くか ら木

を用いて建築を

つく ってきた。

本企画展では、

改めて木を JJII工

する道具の原点

を遡りながら、各地の風土や技術・悩習を検

証してきたが、数多ある道具の中でも、当初

から完成度が高く、最も人々に身近な存在で

あった斧。その歴史に中に、進化する道具の

原点の姿を読み解く 。

会 期 2008年 8 月18日( 月 )- 9 月26日( 金)

10 :  00- 18 :  00 日祝休

会 場 GALLERY A4 

東京都江東区新砂1- 卜 l

竹中工務庖東京本庖 1F

入 場 料 無 料

問合せ GALLERY A  4  ( 担当 岡部)

TEL. 03-6660-6011  

砂「第11 回 3 Dマイホームデザイ

ンコンテスト」

メガソフト (仰が開発 ・販売する住宅デザイン

ソフト i 3Dマイホームデザイナー J で製作

した3DCG作品を発表する場として、 1997年

にスター卜し、今年で11回目を迎える 。

口応募資格

3Dマイホームデザイナーシリーズユーザ一

口応募期間

2008年 9 月 1 日 ( 月) - 12)=110日 ( 水) 郵

送は当日消印有効

口応募制勺

. 理怨のマイホーム部門 [ テーマ] 暮らしの

工夫・空想のマイホーム部門 [ テーマ] 自問

奔放・こだわりの空間部門 [テーマ] 創意の

空間. プロフェッショナル剖l門 [ テーマ] 魅

せる工夫. フリ一部門 [テーマ] 制定:の 世界

. スクール部門/ 団体( 中 ・高生普通科) [テ

ーマ ] フリー . スクール部門/ 団体( 高校

総合・専門学科) [ テーマ] フリー . スクー

ル部 門 Ｏ 団体Ｈ短大Ｍ大 学 Ｍ 専 ｉＢ ｾ 生Ｉ [テーマ ]
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フリー . スクール部門/ 個人 ( 高生以下) [テ

ーマ] フリー. スクール部門/ 個人 ( 高生総

合以上) [テーマ ] フリー

口賞金

グランプリ( 1点) 50万円、部門:rtlO万円、

Opt i mage賞・リフォーム賞 ・新人賞・特別

tt 各 5万円

口審査員

口宮内博実 ( 静岡文化芸術大学デザイン学部

技術造形学科教授) 深野| 克雄( 神奈川工科

大学客員教授/ 東京工業大学フエロー) 潔

井型一 (附エク スナレ ッジ建築知識編集

長) 、鈴木康之( 附扶桑社新しい住まいの

設計編集長) 井110良明( メガソフト附代表

取締役社長) 津田格( メガソフト側3Dマ

イホームデザイナープロテe ューサー) 3D  

マイホームデザイナーコンテス ト笑行委

員会

口応募条件

3Dマイ ホームデザイナー シリーズを f史用し

ての作品で、あること 。

* 他製品での[ 1 工を施した作品は審査対象外と

する 。

串同作品の再応募は不可とする 。

口応募方法

インターネットまたは郵送

http: / / www. megasoft . co. j p/3dcon/ abou  t. h  tml  

口審査発表

公式サイトで発表 ( 2009年 3 月頃予定)

( 公式サイ ト)

http: / / www.megasof t. co. jp/3dcon/  

砂デザイナーズ- ショーケース参

加者募集

デザイナーズ・ショーケースとは、デザイナ

ーのデザ イン提案やアイディアを インテリア

関連企業とのコラボレーションにより 笑体化

し、 I PE Cにおいて提案 ・発表 ・発信するも

のである 。また、会場審査で、大賞、優秀賞、

特別賞を決定する 。

問合せはI PE C事務局/ デルファイ研究所

( 担当堤) T E L 03- 5261- 5021 もしくは

http:// www. i pec21.jpI2008/  ds. html  まで、

砂「公共建築 写真とって!

魅力発見! ! J

大阪にある官公庁の公共建築( 行政施設 ・文

化施設など) や多くの人が利用する 公共性の

高い建物( 駅舎 ・劇場・商業施設など) で建

物自体、またはその使われ方が魅力と感じる

ものを撮影する 。応募の際、建物の魅力に関

するタイトルをつけ、その理由を記入する 。

[応募方法]

38 

写真をA 4 版サイズの台紙 l 枚に貼り 付け、

裏面に応募者名、連絡先、撮影場所、タ イト

j レとコメントを記入し、応募先まで郵送、宅

配便、または持参する。

応募期間 :2∞以下 8月llEI (月) - 10月17日(金)

必着( 持参の場合は平日 18時まで)

[審査]

府民による投票( 期間 2008年10月28日( 火)

- 11月 2 日 ( 日)

[場所]

大阪府立中央図書館 11潜

[審査員]

橋爪京l' 也 (大阪府立大学教授 ・大阪市立大学

者11市研究プラザ特任教授)

[結果発表1

2008年11月下旬 H Pにて

賞 グ ラ ン プ リ1点 cu状、図書カード 3 万

円) 準グランプリ、佳作( 府民大賞含む) 数

点

[応募先 ・問合せ先]

大阪府まちづくり部公共建築室計画課

大阪市中央区谷IIIJ 2- 3- 4サ ンシャ イン大手前

ビル 8 階 06- 69446827 

http: / / www. pref.osaka目jp/ koken/ phot o

砂ミュージ‘ アムウィークス大阪

2008 

大阪市立の博物館 美術館・動物園 8施設は

f80 N  (T he  Osaka 8  Museums' Net work)  J  

の愛私のもとに、相互に連携し、市民をはじ

めおおくの人ヘ向け魅力ある 事業に取り 組ん

でいる 。

今回は、 大阪に縁の深い名品の数々を学芸員

などの詳しい解説のもと紹介するミュ ージア

ムトークやオリジナ j レグッズがあたるスタン

プラ リーなどを企画している 。

会 期 2008年 9 月13日( 土) - 10月13日( 月)

会 場 大阪市立東洋陶磁美術館・ 大阪市立

科学館 ・大阪市立美術館・ 天王寺

動物闘・ 大阪城天守 |羽 ・大阪歴史

博物館・ 大阪市立近代美術館( 仮称)

心斎橋展示室・大阪市立自然博物

館

問 合 せ 大 阪 市 ゆ とりとみどり振興局

文化部博物館群運営企画担当

T EL. 06- 6615- 0657 

砂気球で空気の可視化を実現

係留気球製作の第一人者アエロフィル社が設

計した気球は6000ni のヘリウムが充填され、

地上にロー プで係留さ れて電動ウ インチで制

御されるエコロ ジーなもの。アルキメデスの

原理に基づき、最大30人( 約2.5 トン) を街

の上空150m ( ドパイで、は300m) に上げるこ

とができる 。

アエロフィル社は“ 呼吸している空気の質を

住民に知らせる新しいコンセプ 卜の係留気球

Bal l on Ai r de  Pari s" をパリに設置した。

①気球内部に取り付けられた 3 台のプロジェ

クターに よる 気球全体のカラー照明により環

境大気の質を表示。

①気球下部を走査する高出力回転レーザービ

ームで、者11市幹線道路付近の空気の質を表示。

この照明システムを使って、大気中にある汚

染物質( 窒素酸化物、オゾン、浮遊微粒子)

の量から、非常に悪い「赤色」から非常に良

好な「緑色 ｊ まで Ｕ 色で、 ｊｾ リ市民に大 気汚染

の状態を知 らせている 。



理事会

第 4 回常任理事会

7 月23日( 水) 16 :  00- 17 ・30

出席者 中井会長ほか10名

議 事 ( 1  ) 平成20年度収支予算執行状

況について

(2 ) 第55回青年技術者表彰式に

ついて

(3 ) 支部長会議について

( 4 ) 後援名義等の使用承諾につ

いて

( 5 ) その他報告事項

編集委員会

第 4 回編集委員会

7月 9 日( 水) 18 :  00- 20 :  00 

出席者 設楽委員長ほか 7 名

議 事 ( 1 ) 8 月号「建築と景観j 特集

の企画

( 2)  9 月号「第55回青年技術者 j

特集経過報告

(3)  10月号「木造住宅を巡って」

特集の企画

( 4)  11月号「建築においてR OBOT

が 活 雌 す る 日 は 来 る か ? J  

特集の企画

( 5)  12月号「自然と戦う構造j

特集の企画

( 6) 各小委員会 ・分科会の報告

( 7 ) 収支状況報告

第 4 回構造分科会

7 月 4 日( 金) 18 :  00- 20 :  30 

出席 者 房 安 幹 事 ほ か 4 名

議 事 ( 1 )  I構造の頁J の企画

(2)  12月号「自然と戦う 構 造j

特集

第 4 団施工材料分科会

7 月 8 日( 火) 17 ・00- 18 : 00 

出席者 山間幹事ほか 4 名

議 事 ( 1)  11月号 I ( 仮) 建築ロボット j

企画検討

( 2 ) 今後のスケジュール

第 5 回施工材料分科会

7 月28日( 月) 17 ・00- 18 : 00

出席者 山|珂幹事ほか 5 名

議 事 ( 1) 11月号 I ( 仮) 建築ロボット J

企画検討

( 2 ) 今後のスケジュール

第 5 団法令分科会

7月10日( 木) 15: 00- 16 : 30 

出席 者 谷 本 幹 事 ほ か 5 名

議 事 ( 1)  I法令コーナー J の企画

( 2)  10月号「木造住宅を巡って

~主に法制度の観点から - J

特集の企画

(3 ) 悩報交換

第 6 団法令分科 会

7 月28日( 月) 15 : 00- 16 : 30 

出席者 谷本幹事ほか 5 名

議 事 ( 1)  I法令コーナー j の企l出l

(2)  10月号「木造住宅を巡って

~主に法制度の観点から -J

特集の具体化

( 3 ) 情報交換

第 4 回作品作風小委員会

7月24 日( 木) 19 :  00- 20 :  00 

出席者 居内副委員長ほか 6 名

殺 事 ( 1  ) 作品の選定

( 2 ) 作品の掲載状況並びに JIiJi I成

予定の報告

( 3)  I  gall eryJ 掲載報告・予定

( 4 ) 前回の編集委員会の報告

( 5 ) その他

第 4 回広告企画小委員会

7月 9 日( 水) 17 : 00- 18: 00 

出 席 者 設 楽 委 員 長 ほ か 5 名

殺 事 ( 1)  8 月号「建築と京ー観J

( 2)  9 月号「第55回青年技術者」

(3)  10月号「木造住宅を巡って

~主に法制度の観点から -J

( 4)  11月号「建築においてR OB OT

が活躍する日は来るか? J  

( 5)  I第一線の建築設計担当者

に 聞 く い ち 事l' し建材 ・設

備J シリーズの企画

( 6 ) 広告掲載状況

( 7 ) 収支状況報告

第 4 固10年委 員 会 ( 一部)

議 事 現 場 見 学 会 検 討

7 月 3 EI  ( 木) 18 :  30- 19  :  30 

出席者 設楽委員長ほか 5 名

第 2 回10年委員 会 ( 二部)

7月 3 日( 木) 20 :  00- 21  :  30 

出席 者 設 楽 委 員 長 ほ か 3 名

議 事 ア イ デ ア コ ン ペ 案 検 討

事業委員会

第 3 回情報見学小委員会

7月10日( 木) 18 :  00- 18  :  45 

出席者 瀬戸川委員長ほか 7 名

議 事 ( 1  ) 本年度事業について

( 2 ) その他

第 1 回茶室見学会打合せ

7月29日 ( 火) 18 : 00- 19 : 30 

出 席 者 森 田 委 員 ほ か l 名

議 事 候 補 先 及 び 実 施 時 期 に つ い て

出版委員会

第 4 回出版委員会

7 月17日( 木) 18: 00- 19 ・00

出 席 者 上 原 委 員 長 ほ か 5 名

議 事 ( 1) < プロのノウハウ> と特装

本の経過報告

( 2 ) 進行中のテーマについて

( 3 ) その他

教育委員会

第 1 回講習会小委員会

7 月16日( 水) 18 :  30- 20 ・00

出席者 山形委員長ほか 4 名

殺 事 ( 1  ) 平成19年J5 [ 建築工事実務諮

習会笑施報告 ・アンケート

結果

( 2 ) 本年度の方針

( 3 ) 今後の講習会 ・委員会のあ

り方等について

見学会

I DEC S AL E S  OF F I CE ( 全 館 L E D照明

社屋) 見学会

7 月23日 ( 木) 15 : 30- 17 : 30 

場 所 I DE C S AL E S  OF FIC E  

参加者 38人

入 会 者 (敬紘略)

〔個人正会員〕

大 森 拓 真 鰯 日 建 設 計

川畑 陣 美 鹿 島 建 設(紛

栗 原 智一 (鈎竹中工務 J;5

佐 藤 一貫F 附東畑建築事務所

樋 田 哲 也 鮒日建設計

寺 尾 達也 附東刈陛築事務所

根 木 和]人 側 東畑建築事務所

福 本 晃 治 側 竹 "1コ工務j苫

古川 栄 治 附 設 計 事 務 所 ゲ ン プ ラ ン

三宗 知 之 』関東r . n 陛築事務所

宿里 !隣{言 側 竹 中工務j占

. 言ト報

〔個人正会員〕

黒 田 忠 哉 氏

平成20年 7 月20EI逝 去 享 年75歳

森 井 正 幸 氏

平成20年 7 月26日 逝 去 享 年58歳

建築と社会 ・2∞8.9 39  



空調・衛生・クリーンルーム設備

(設計 ・胞工)

組朝日工業社

本社 ・本l高 東京都港ｼ 烹浜ＮｭｾｔＱ Ｍ ＲＵ Ｍ Ｗ 屯 ｾｲ［ＰＳ ( 3432)  5711 

大阪支社大阪市淀川区加｛Ｎｾ 1-58- 59 1[j J i ; 06 ( 6302)  2270  

支 j苫 北海道/ 東北/ 北関東/1賞浜/ 1' ，古尿/ 中国/ 九州

，. 印 刷 " . ポスター カタログ. パンフ l r-，ト. ・錨 年‘ 栓史

'  骨量髭 支 字 画像データ処理

! . メディア・鍵 S Pプランニングコy ワルテインタ rTソυューションー

web及びメディアコンテンツ企・m凶作

のぷ［じたｾ
ミ; J " ¥" ミF

-r、 株式会社NPGーポレーシヨン

本 社 干5犯∞43 大阪市北区天満ト9. 19

tel: (白 ) 6351-7271 (代 ) fax:  (06)  6352- 7479 

第二ピル干5羽∞43 大阪市北区天満 1. 11. 8

tel :  (侃) 6351- 0128(代) fax:  (【)6) 6351- 020日

東京支社干105- l X X l 4 東京都港区浜松町 1.2.1

一光浜松町ピル7 F

tel :  (閃) 3433・5211 (代 ) fax:( ω)  5776- 7733 

[旧社名ナニワ印刷ι削. 日本データネノト側)

W e  have  hope  

電気・空調・衛生・防災・産業廃水設備

設 計 施 工

・mヲイヲシ械式会社

本底・大臨本社 〒550-0002 大阪市西区江戸場1丁目 9昏25号 電話 (06) 6441. 8231

東 京 本 社 〒 102-0071 東京都千代田区宮士見 2 丁目 15番 10号 電 話 (03)326ト8231

支 社 名古屋 ・福岡

支 底 札幌 ・仙台 ・新潟 ・大宮 ・千葉 ・横浜 ・金沢 ・京都 ・神 戸 天 理 ・岡山 ・

広 島 ・高 松 ・熊 本

営 損 所 裕広 ・函館 ・背森 ・歓 回 盛 岡 ・前橋 ・長 野 静 岡 豊 田 ，ｔｾｴ ・ 宮山 ・
福 井 徳 山 ・怯 山 高 知 北 九 州 鹿 児 品 ・那甑

出 張 所 旭 川 福 島 ・川 崎 訟 江 徳 島 下 関 ・艮崎 ・大分 ・宮崎

海 外 支 1吉 シ ン ガ ポ ー J レ ・ホ ン コ ン

技術研究所 〒 ＳＵＴ Ｍ ＰＰ Ｔ Ｔ 崎玉県入間郡 三 万町大卒 ｾｴｩ ￌ＼井 ＳＹＰ 番地電話ＨＰ ＴＹＲＩＵＸ Ｍ Ｑ ＵＱ Ｑ

地球環境を守り、100年建築に貢献する

N.l‘ ε::1ー のアルミ表面処理

株式会社日 本 電 気 化 学 工 業 所

http: // nacl j p E-mai l : sc@nacLcoj p 

本部営業部 〒560- 0036 大阪府豊中市蛍池西町2丁目 7番26号 NACLt ' 凡2 階

T E L  (06)6843- 1235 ( 代) F AX  ( 06)6853- 1632 

東京事務所 干111- 0051 東京都台東区歳前2丁目 7- 2 東京NACL t 'ル

T E L  (03)3862- 0978 (代) F AX  (03)3862- 7098 

デンカC S Aファミリー製品

-子二J nCS A (膨 張 性 j昆和村 ) コンクリートのひびわれ防止に

・安ニ ｊｮ Ｇｬｾ，ヨニ ｊ Ｈ クラウト用無収縮材Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

・安二J n司F:J

r

ーデ・IJ 'J克借金一??T) コンクリート躯体の漏水補修に

・安ニJ nES(土質安定用急硬材 ) 地盤補強用薬注入

・安ニJ nI I OOO(製品用超高度 j昆和材 ) コンクリートパイルの早期出荷と

J 、イモメント製造用に

電 気 化 学 工 業 株 式 会 社

近 畿 地 区 販 売 庖

金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社 浜 宗 産 業 株 式 会 社

T E L 大 阪 ( 06) 6 3 3 2 - 6 8 6 1  T E L 本 社 ・京 都 ・京丹後 ( 0 7 7 2 ) 7 2 - 2 2 2 0  

T E L 東京 ( 03) 3 2 7 2 - 8 5 0 1  舞 鶴 ( 0 7 7 3 ) 7 6 - 0 1 3 3  

光 洋 物 産 株 式

A

Q

玄
ネ土

T E L 大 阪 ( 06) 6 2 5 2 - 6 0 0 0  

小 浦 産 業 株 式 会 社

T E L 大阪 ( 06) 6 4 4 3 - 6 1 8 1  

40 聞 と 社 会 ・2008.9



社団法人 日本建築協会

「日本建築協会8 0年史 1917- 1996J  

増刷頒布申頒価 3 ，0 0 0円

「日本建築協会80年史J

A4判・240頁・並製本

1999年7 月に発刊した「日本建築協会80年史 1917- 1996J

は、各方面から好評をいただいておりますが、このたび、皆

様の強いこ要望により、増刷・頒布することにいたしました。

大正6 年 3 月3 0日に関西建築協会として誕生した日本建

築協会の80年の歴史を、様々な事業や委員会活動を通じて、

また、本会設立者の片岡安、武田五一以降現在までの会員

たちの社会活動を通して知ることができる記念誌として、

A4判 ・240頁にまとめています。

- 日本建築協会の沿革/ 委員会活動/ 1建築と社会」の変遷/

大正時代から現在までの本会主催の博覧会 ・展覧会・講演会/ よ

ろず相談住宅展/ 青年建築家 ・青年技術者顕彰/ 工高生デザイ

ンコンクール入選者etc.

とくに、協会草創期の大正昭和初期の片岡安ら協会のメ

ンバーと当時の大阪市長 ・関 との交流を物語る文は、

大阪の都市計画史、あるいは関西の建築人物誌ともなって

います。本会の歴史を知るだけでなく、建築を通して、それ

ぞれの時代の雰囲気を身近に感じることができる大変貴

重な資料となるものです。

・日本建築協会創立者と会を支えた38人のプロフィール (片岡 安・

設楽貞雄・武田五 ・池田 賀・波江悌夫・竹腰健造・尾崎久助 ・

東畑謙三・塚本猛次・福田朝生・佐野正一・葛野社一郎・機漬 勉・

松本高象・宗 兵蔵・園部文雄・日高 併・野村一郎・古字国 賓・

松室重光・松井貴太郎 ・安井武雄・中津誠一郎・坂 静雄 ・今林

彦太郎・井上新二・松本儀八・池田宮彦・銭高輝之 ・中西六郎・

大林芳郎・鴻池藤一・伊東五郎 ・竹中錬ー・ 鷲尾健三 ・松村雄吉・

横尾義貫・足 立 孝)

・座談会「戦中から戦後初期の協会活動」一尾亀清四郎 ・大林

芳郎・小西 岬・佐野正一 ・績尾義貫・三品哲夫の6氏による終戦

前後の協会活動の証言ー

購入ご希望のかたは、下記要領でお申し込み下さい。

*  *  

申 込 先 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 - 執筆ワーキンググループ

干540- 6591 大阪市中央区大手前 1-7-31

大阪マーチャンダイズ・マートピル7階B室

TEL 06- 6946- 6981 FAX 06- 6946- 6984 

坂本勝比古/ 安達英俊/ 石田潤一郎/ 植松清志/ 梅宮弘光/

桐浴邦夫/ 酒 井 光/ 橋寺知子/ 山形政昭/ 吉田高子/ 和田

康由

頒 価 1部3，000円(税 ・送料込み)

. 80年史編纂委員会

※ 増刷部数には限りがございますので、お早めにお申し

込み下さい。

長谷部朔郎/ 安達英俊/ 近藤達夫/ 谷淳之介/ 十倉 毅 / 原

見昌志/ 和田康由/ 吉田悦二
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シz コス椋武会社

本 社/ 干103- 0016 東京都中央区日本橋小網町6番7号 (第2山万ビル)

T E L  03 (3660)  0777  (代表)

大阪営業本部/ 干553- 0003 大阪市福島区福島7丁目20番1号 (K M西梅田ビル)

T E L  06 (6455)  241 1  ( 代表)
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